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擬んな時には5,000名位になっており譜した。それから

明治31年になりまして，その当時上野から背森蓄で’

今の東北本線，常盤線の沿線を管理しておりました民間

鉄道，日本鉄道株式会社とb､うのがござ､､叢した，民営

の頃ですが，その従業員が猛烈なストライキをやって，

ストライキが行われた直後に範合ができました。日本鉄

逝きようせい会という，妙な婦人団体のような名前の組

合なんですが，この日本鉄道きようせし､会というのが，

日本で二番目の労露担合。三瀞目に明治32年に活版工

の組合ができました。

こういうふうに三つ組合ができたが，いずれも穏健な

組合であります。そして貯金をしたり，あるいは酒は飲

藍ないようにしよう，女パコは喫わなし､ようにしようと

b,うふうな，禁酒禁煙運動等をやるような労餓且合でし

た。労使協鯛主義というようなものを強く持っておりま

したが,明治33年に,政府は急に治安瞥薬法というも

のを作りました。いわゆる治警注です。これはずっと終

戦の頃まで尾を引いている訳ですが，急に麟会に出し蓑

して通過させ，即日実施に秒しました。特にその17

条で，ほとんど一切の集会，大衆行動，今日でいえば団

体交渉とか．デ言ンストレーシヨンとか、そういうよう

な一切のものを禁止できるような法律でした。それで折

角明治30年からでき始めた，割合に穏やかな日本の最

初の労働組合がたち主ち消えてし室い室した。そして治

磐法が実施されて，折角できた組合が没れてしまったと

いうことが，いろ、､ろの波紋を明治以後の労働問題に及

ぼす訳です。なんとL,っても大きな間脳は，靭合はなく

なりましたけれども，しかしその測合の指導譜が，次含

に治警法に反接して社会主義者に変ってし龍つたことで

す。皆さん街癖知の名前をあげてぶれ城，その後大正3

年に芦シヤに行って，共産主義のｲ嫉毒の一人になった

片山瀞ですが．この当時朧クリスチャン．従ってキリス

ト教的社会WF業というようなものをやっておった穏健な

社会改嘩であり室した。それからこれも有名なクリス

チャンで穏健な思想の狩主と考えていいわけですが’同

志社大学を出て街こ早稲田の先生を長年勤めて‘戦後ま

でお元気でおられた阿部磯雄，それから幸鯉大逆蛎件の

中心人物，幸徳秋水（幸徳伝次典1,．こういうような人

士が労働問題の中心の指導者であった眼ですが，こうい

う人士は必らずしも社会主義者ではなかった。当時は社

皆さんの御専門とは，大変違う話を，今日は申し上げ

ることになりますので，お役に立ちますかどうか，なる

べく私も，気楽に申し上げるつもりでおりますから，気

楽にお聞きを願､､まず。

この問題は非常に範囲が広いので，なるべく戦後の問

題に焦点をあてて，お話をいたした､､と思います。

今日の労働運動ないしば労錫粗食運動の問題を考える

溺合には，我紳士戦争前の日本の労働運動なり，あるし、

は社会運動なりを少し護り返って基ながら，現在の側廻

との繋りを考えて熱る必要がある檬庭思います。

戦争前の日本の労鋤運動は正味5，60年間の歴史をも

っており，明治20年代の終りから始室りまして，昭和

12年日華聯変が始まりました度まで，その間断縦して

労働迎動とも呼んでよ.いものがあった訳であります。

労鋤運動と申しましても，今日のような労働組合の活

鋤が非職に低馴，あるいは数量的にも微々たる狭態で，

労働運動と，通附戦前に呼ばれておりましたのは，一菰

の社会主雑運動が，主力を占あており蓑した。今日組合

運動と呼ぶような群団体は．あ蓑り大きな力を持って

おらず．労働組合というと，何か社会主義のグループと

同じように錐もが考えており．労鐸認合の組合員と．社

会主義者と同じもんだというように,普通恩↓遮いされ

ている位，労働組合というものは，一般に理解されてお

り主せんでした。誕合をやっているというと世間から，

白い眼で承られるというのが，当時の吠況だったと思い

ます。

従って労伽組合の方もだんだん急進的になります｡組

合の指灘者は，何か革命運動でもやっているようなつも

りでないと，労働組合の指導者が動まらなし､，おのずか

ら気分も錦れるとし､うようなことが．日繕の雰囲気であ

り窯した。

そこで，明治30年審頃から，日本で最初の労健組合

というようなものが，大体外国からの輸入品でありまし

たが，姶室り労働組合期成会とも､うものができました。

それば一種の啓慧団体であり主すが，それが斡旋し､たし

蓄して，明治30年の幕から31年にかけて，鉄鋼組合

というものができました。これは最初紐合員2,500名，

今
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窺京大学総渋鞍部長

10月19日畏野微難局で行われた信州支部連合会並びに中部支
部連合会の僻上行われた4鵜職演より
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大 河内：日本の労働組合運動

で，とうとう軍隊が出蓑して．やつとこれを押えるそ

の他こういう例は数限り弧ございまぜん。

さずこういうようなことが．治馨法と､､うものがもっ

た少なくとも，明治から大正にかけての影轡の，鋪この

間随であり輩す。

こういうふうにして，労働組合という｡上うな割合に新

しb,,大衆紐繊と↓うものは，当然に生まれなければな

らない時期があるので．それを無珊に抑えることが，ど

ういう結果をもたらすかという例として治警法の場合を

申し上げてぷたわけであり叢-ケ。

結局その問題緯けりがつかな↓､で．その堂堂ずっと明

治末斯に持ち越されて，警察の力はいよ↓・よ強まる。そ

の結果は明治41年のいわゆる赤旗1F件といわれており

童すが．そうも､うものが起り．とんで明治43年Iこは大

逆琳件が起る。それで最終的に日本の労働運動というも

のがピリウッドを打って壊滅してしまう，こういうこと

であります。

そこで日本の労働運動は大正に入って，鈴木文治力3同

志15名と共iこ．友愛会とし､う名前のいわば、名前その

ものも穏健さを表わして港り堂すけれども．そういう労

働組合を大正元年に，明治から緑を切って出なおしてや

ります。ところがそのうち大正3年には，鋪1次世界大

戦が始まり，物価が段を曇勝して参ります。大正7年に

唯米騒動が起る訳です。と､うようなことでだんだん穂

雌な趣合運動が左旋回を遂げ，急進的になってし蓑いま

す。この場合も急進的なものに追いやったのは．治安警

察法の作用だということに．どうもなるのではないかと

思われますが，それで結局日本の労働組合通勤というの

味．外国流の労働紐合としては育たない蚕，やはり反政

府運動．あるし､は革命迦励，あるいは社会主義運動とい

うような形に変形してしまう訳です。

一方警察官は，治警法をたてiこしていkb,よその力を

振う･そのとどのつ誉りば，大正12年の蝿I大震災の

時の大杉尋F件であります。通称甘粕1F件ともいわれてL・

主すが，その当時の左派の非粥にはでなリー〆一の大彩

栄が，憲兵隊員の甘粕何茶に閲]#〔大震災匝後の混乱の最

中挺首を絞められて逆殺されてしまう，それから妻の伊

藤のえも子供も逆殺されてしまう。砲戸では，緬戸率件

と､､うものが起って十数名の左派の指騨者が蕃察磐内で

』殿されてしまう。こう1，う大きな問題が起って，これ

で結局叉大正時代の日本の労働組合迎醐というものが．

波減してし蛍し,まず。

そして戦後の日本では，敗戦という特殊た聯情の下

に，ようやく三度目の再出発をして，そして11‘2年た

って今日に至っていぉ，とL,う沢であります。

会主装と朧‘何かということも必らずしもばつきりして

おらず．蓑あフランス系のサンジカリズ上の影雰もあれ

ば，ドイツ流の社会主義の影響もあり．あるい朧トル

ストイとか．ああういうふうな文芸的な人遊主雑の影謬

もあって,し､ろb,ろのものが入り混って，漠然と社会主

凝という名で呼ばれておったのででありますが，ともか

く治磐法というふうなものが出て，折角できた地味な労

働組合運動が，波ぶされてしまうというような社会で

は、到底労働者の生活の条件をよくして行こうなんてい

うことは，考えられないから，やほり社会主義でなきや

あだめだというふうに，この人灸は考えた訳です。です

から治安鴇察法力湊施に善され室した翌年，片山謡犬，

『我が社会主義」というパンフレットを出して．自分はこ

れを機会に社会主蕊を表明十るということを宣言した釈

であります。それから穏健な阿部先生のごときも．明治

35年に日本では，社会主義を実現する通勤をしなきや

あだめだと，社会民主党と､､う無産政党の皮切りであり

ますが，これを串先して同志5，6名と共に作ります。

もちろん騨視庁が，即日解散を命じ室すから陽の目朧砿

ませんでした。これ以来，日本では労働組合運動なり，

社会遮動というと．すなわちそれは社会主義だというよ

うに考えられるようになった発端がここにある訳です。

ですから日本で労働運動と社会主義運動とが同じような

もののように考えられる契織を作ったのは．皮肉なこと

に，外ならぬ明治33年の治安警察法だと，こういって

もよいわけであり主す。

こう↓･う影響は，その後も大正から昭和にかけて，あ

る意味では今日の日本にも長く尾を引いており寵す。つ

まり労働組合遮動とし､うものを社会主義運動だと考える

ような物の考え方が，治警法からすでに由来してし､る

と．ですから考えようによっては，治警法というものが

日本の労鋤駆動を急廻こしたとでもいったらいいんじゃ

ないかと，私は思っております。

従って滞溶法が出ましてから以後の．日本の労使関係

の中では．，ﾘ･ポタージニカ詐常に多くなり輩す。そのい

い例が日露戦争が終った直後に，明治39年から40年に

かけましての，梅木県足尾銅山の大暴動，これは帯察官

が出て治輩らな､､，とうとう軍隊が出る。それからもう

一つは，愛媛県の別干銅山の大暴動，これもやはり自然

発生的に猛烈なスI､ライキがあって，暴動が突如起る。

こういう溺合には‘組合とb,うものがありませんから，

鉱業所喪にしても，人郡部長にしても，従業員の鮴か壷

任老をっか童えて．それと話合をつければ，鍛肋が治ま

るという手がかりが何にもありませんから，ただもう警

察官の力を僧りて押えつける，警察官で朧足りませんの
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大河内：日本の労働組合運動

そのような事を考えますと，やはりい室だｻこ明治．大

正，過去のb､ろいろ左し象が，今日でも日本の労働運動

の中に沁象込んでいる。ある↓､は労使関係を色付けて､，

ると，いえるだろうと私は思っており菫す。

ただ戦後の日本でばしるL､ろな客観事情が異って参り

蓑したから，戦争前の治安維持法とか.あるいは明治33

年に剛黄した治安蕊察法とか，そういうような大衆運動

に対する警察的な坂り締りと↓､うものば，一応占領政策

の下でなくなりました。の承ならずインフレというよう

な，御承知のような特殊な戦後の生活事情の中で,組合

運動とし､うものは比較的順調に蝿進いたしまして,10年

ちょっとたった今日では，労働租合は，その数が3万

8千位になっております。組合員全体が6百4,50万人

で，労鋤者，ネワイトカラーの中で組合へ入っておりま

す者も，比率は大体40％から45％の間であり室しよ

う。そういうことになりますと，大体日本の労働組合運

動も数の上では国際的な水準になったといっていいん

だろうと思います。

ただ渡が申し上げてゑたいと思うのほ，日本の労働組

合運動は，戦後非常に盛んになりましたけれども，中味

は必ずしもそれ程安定してb,な､､と↓うことでありま

す｡今日3万8千程あります労働組合泳.その一つ一つ

をとって染ますと，非常に綣珠な形をとっており室す。

特殊なと申し童すのは外国流．つまり西ヨー戸ツパの労

働組合とか，あるいはアメリカの労働組合にくらべて考

えるとであり室すが，日本の労働組合催通例企業別の組

合，あるいは会社別組合，あるいは副喋所別組合という

ような名前で，形容されており室すけれども，ここでは

企業別組合という名前で呼んでおき霞す。企業別的な組

合とほ，一つの会社があればそこに一つの組合力;でき

る。一つの事業所なり工場があれば．そこに一つの組合

ができる。ですから大きな工場に組合ができたとし､うこ

とになれば．大きな労働組合ができる。小し､さな従業員

10名な､､し8名位の町工場に労働組合ができたという

ことならば,10名なL,し8名なりの組合員をかかえた労

働組合がそこにできる。どんなに同じような工場が隣り

にあり主しても，隣りの工場の従業員は，自分の方の組

合には入れな↓､と，また入ろうともしないというような

ことであり左す-,つまり工場や会社の枠が同時に組合の

枠でもあるという訳です．そうb､うような企業別なり．

会社別の労働組合が今日3万8千位ある。わずか6百数

十万の労働者を組織するのに3万何千という，4万近い

組合があるということは，ちょっと粥識では考えられな

い位数が多い訳です。もっとも全林野というふうな大き

なものもあれば,町工場の10名,8名位のとこにも組合

が一つある。凸凹蓑ちまちでありますけれども，平均し

て日本の組合は規模が小さくなり童す。今日の平均規模

を難ますと．一つの組合当り180名前後，恐らく今後だ

んだん小いさくなって行くでしょう。その規模の小さい

ということは，何んといっても趨掴体ですから．数が

ものを､､うという特徴を持っておる籾繊の場合に労働組

合趣肋というものが，安定とI､う点からいえ寂非常に大

きな，シリヤスな問題じゃなかろうかと思うんです。と

ころがイギリスの労価蝿合城，今日組合員が9百50万

人位ござい富すが，それを幾つの労侭瓶合力扮担組繊し

てお為かとし､b|叢すと，確か6百7，80であり童す。で

すから平均して熟れば組合当り1万4，5千名というこ

とでし典うか，なぜ日本で百7，80名，イギリスで朧1

万4，5千と､､う，桁違いの組合の鐵莫であるのかとし、

えば．日本では会社ごと，工場ごとに－つづつ組合が，

小さものがいっぱいできるとし､う原則が10年間固くと

られて来たのに対して，一般に西ヨーロッパなり，ア火

リカの他の資本主義国の労働組合の場合には，趣合の組

織と､､うものは，原則上横断的だとし､うことでありま

す｡例えば造船労働者ならば，どんな遇沿会社に勤めて

､､るにかかわらず，造船場で働し､て↓､るということで一

つの労鋤組合を作る。

こうし､う違いが日本で娃労侭蝿合が年ごとに小いさく

なり，他の資本主義国の場合に朧，年毎に組合の平均規

模が大きく＊ると、､うことの原因だろうと，私は思うの

です。何も労餓且合というものは大きいばかりが，し､吟、

駅ではありませんけれども，これば財政的な基礎が固ま

るという点からい↓，ましても，非常に小いさなものがい

っぱいできてし､るよりば，大き､､ものが安定した財政を

持ち，安定した政策を持って過星するというのが，やば

り労使関係を安定させ為ために重痩なことだと私は思う

んですが．そういう点からしたし蓑して日本の，戦後の

企業別にできた労働組合組織の仕方というものには，非

溌な問題が潜んで､､る。強味もありましょうが、弱さが

含まれていると考えます。

それからもう一つ，日本の戦後の労侭蝿合について感

ぜられますのは，日本の場合には，全員の従業員が参加

した組合だとb,うことであります。一種の全員加入の組

合組織だといったらよろしゅうござし､蓑しよう。非常りこ

癖鳴な例外はあるかも知れ室せんが，ある工場や会社に

雇われたとも､うととは．同時にそこの組合に入るとも､う

ことになってしまうもんですから紐合･に入らな↓､ことの

自由とし､うものは，彼等にな↓､訳です。そこで組合とい

うものに対してどんな考えを持って、､るか，ある、､は賛
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大河内↓日本の労働組合運剛

成か反対かと､､うことに誉調Iなく，あるところで勤務す

るということは，そこでの組合に入るということになっ

てし堂う訳です。

そういうことで日本では，一旦きれ､､にでき寵すけれ

ども，できた後で分裂が起ったり，脱退が起ったり，鋪

二組合ができたり，例えば今日苫小牧の王子製紙で↓､ろ

いろな組合運動らしくない妙なI､ラプルが起っておる，

というふうなことも全員加入組織と､､う典輕がたたって

い遍訳であります。

つまりこれは横断組織でなL,訳ですからそこに無理が

あるので，外国ふうの横断迩識の溺合には．労働組合と

いうものiこつ､､ては，どこに勤めているかということに

関係なしに．一定の鞍種なり，技能の機付けされたもの

を持っており蓑すならば進んで入る。入ることによって

自分の賛金のある高さ力裸障されると､､う見込熟があり

ますので，それから童た労働組合は組合員に対してし､ろ

し､ろな病気の時とか．怪我の時とか．あるいは失業した

ときとか．鱈けなくなった時とかいうふうな溺合にはか

なり手厚いいろいろな手当．場合によっては年金のよう

なものを組合自身が,趣合員のために稜承立てており富

すので，そうし､う蛙力もあって進んで労働組合淫入る駅

であり堂す。こういうような横断的な労働紐合の謁合に

比べさして．日本の掲合にはどちらかといえば縦断的と

でもいい蓑しようか，従ってそこでは意識の程度が非常

に菱がある。戟断瓢合の場合には,多く個人加盟の原則

というものがとられておりきすので，入りたくな↓･もの

膣入らなし,，入りたいと思うものは紐合餐朧，かなり高

く加入金も商↓､のですけれども，それでもそれを払って

入る．入った以上は自分が鯖らけなくなるまで．生涯組

合との間に朧繋りができる訳あります。そうし､う･こうな

ものがL,ろし､ろの工場や，会社から集って，一つの枇の

演断粗合を作る訳ですから，瓢合に入った以上は．組合

員の意識．あるいは組合に対する考え方とし､うものは，

大体粒が揃う訳です。全部同じとはいえませんが、レベ

ルが大体均斉になり宣す色こう､,うようなことが閥本の

場合,最初から期待できない駅です。非常に惑くいえば

味噌も糞も一緒に組合員になる．その巷り従業員は百パ

ーセントそのまま組合員である。男子も．女子も．老齢

者も，年齢の若い者も皆んな組合員である，きれいでは

あり主すけれどもそこでの意識，組合と､､うものはなん

で，どういうプラスがあり何をする団体であ愚かと，い

うことに対する考え方が非稚にまちまちであり，意撤の

上下が激しいということで，何か大きな御撃があった

り，経営側の圧力が加わったり．あるいは昔でいえば，

治蕃法というものが荒れ狂うというようなことがあれば

組合催たちまちごたごたになってしまう，分裂が起ると

いうようなことに非術になり鋤ぃ訳です。こういうよう

なことが．日本の金魚加入の外観上きれいな組舗Ⅱ繊と

いうものの持っておる特色なんであります。

現在までどうやらこうやら，こうし､う特徴がそう大し

てポロを州さずに．今日まで参りましたけれども，客観

的唯悩が大きく溌転いたしまずれば,どういうことにな
る力卿れたもんではないと思し､まず。

そこでもう一つ，ここで認噌考えてよろしい鮒三の点

臆，従業員としての意雛の方が強くでやすいということ

なのですが，ただいま申しました｡こうに日本の誕合は．

3万伽千かの組合はいずれも，従薬員は一括して組合を

作る，従業員そのものがすなわち趣合負である，ですか

らある工期や．会社の従業員でないもの，つまり現在そ

の工溺なり会社iこ従業員として現に働いているものでな

いものは原則上組合に入れない規程をもっておる日本の

組合とL､うものの中では．今後一貫して従業員の立溺，

あるいは従業員としてのものの考え方，従業員としての

利錨算の方が，労』幟金員としての意識や，自覚や．

ものの考え方よりい､つも底琉としては，強b､とL･うこ

とであり室式。

これはなぜそうなりますかというと．一見して日本の

労鎌紐合は，例えば人員姓理があるというふうな溺合に

は，人員整理絶対反対というふうな族印を出して，非常

に強硬にこれに抵抗するというような面があるにもかか

わらず，全体としては従業員としての考え方が非常に強

いつまり首切り絶対反対というのは，労働組合の運動

でありながら尭ま従業員としての立鯛を守ろうというこ

とでもある沢ですつ叢り従業員鋪一生誕という駅であ

り室す。つさりある工場なり．ある会社の従粟員として

の地位を失えば．もう他の工柵や，会社へ行って碗じよ

うな条件で働くチヤン茨が審易に得られなし､，一つ工溺

や，一つ会社に鋤らいていないと労働者として，やって

行けな&･とL､う特殊な日本の腿用恢行というものがあり

ますために組合自身か，現在従業員として働いておる工

溺や会社，そこにぴったりくつつ､･てL､て．そこからも

う挺子でも麹1,ないというの力蝿合逮動の釜本方針にな

る↓沢です。ですから首切り絶対反対という施印にもそれ

がなる舐です煮たその族印を掲げて，非職こ急進的

な，ラディカルな紐合の戦術がとられる。

ところが外岡の労働組合の濁合には，ある工溺で人員

盤剥が行われますと組合の方は割合にあっさりその人員

錐到を呑んでしまう．人員盤理,OKなんです。そこであ

る工溺で首を切られますと，すぐ・組合が戦旗して．似た

ような労伽者の働いておる他の工場へ，その失業した者

をすぐ職旋をいたし藍す。なぜ瀧らぱこれは，組合が椣

峨u織ですから，その斡旋がⅧ合に獅帆にできます。あ

合
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るいはそういう経営側が．人員整理をしな､錫合でも，

他の工場の方が条件がいb、ということになれば，早速今

働らいてb,るところを止めて，他の工渦へ行ってそこで

勤務する。そこで貫金が上ったり’地位が少しよくなっ

たりする。とb,うことで同じ職種，あるいは同じ職業の

間を横に移動することが通例なんです。そうb､うような

憤行を持っており篭すから，人員整理，あおいは首切の

問題とし､うようなものに対しての考え方が劉合にあっさ

りしておる訳です。日本のように首切ることば殺される

ことと同じであって．非常に悲恰な考え方で，絶対反対

というような族を出すというようなことはあん富りあり

ませんで．むしろ人員整理をOKと､､う態度が楽にとら

れる。そして次の或職場所へ組合が，前の地位を失った

組合員を斡旋する菫での間，溜めた失業手当を組合員に

払うと，そういうようなことなんでありますが，日本の

場合には．それと全然違いまして，労使関係そのものが

一つところ淀固定する。これは戦前にもそうでありまし

たけれども，戦後の今日においては，年毎に強くなって

来ており輩す。仮りにこれを永年勤総の思想ないし臓・

労使関係といったらいいんだろうと思いますが，一つと

ころに勤め始めましたら，鰯らけなくなる蓑で，そこで

勤める，例えば新制中学あるいは新制高佼を出て恒久鞍

員になる。学佼を出たとたんの時から．慨行上退j徹の年

限まで．その工場なり，その会社漣一貫して動鑿する。

それが日本の労使慣行として．役を強く下ろしてきてい

室す。大津外から人を雇うという時は．学佼の勉強を

終ってからなんと産しに，家で夢ら夢ら遊んでおったと

か，あるい『土他の工場や，会社へすでに23ケ年勤めた

経詮があるとかいうような者を絶対に採らない，そうい

う世間の風に当った看，社会のし承のついた者は受け入

れなし､という，強い結束とでもし､l､叢しようか，そうL、

うものが年毎に強くなっております。ですからいきなり

工場へ.L,きなクデスクヘ．その富ま学校経由で引き取

る．引き取ったら最後鰯らけなく左る年齢業で’そこで

一貫勤務をして貰う，雇われる方も，雇う方もそうも．う

あんもくの了解の下に，労使関係が藷ばれるということ

であり蓑す。

こう､､うような，永年勤続の労使慣行というものを支

えておる住が何本かあり菫すが一議主な住紘．日本の賃

金であります。例えば組合が年'々才才要求するぺ－スア

ツプとも､うようなものがよってたっておる賃金の仕組な

んですが，これば日本では勤続年数にスライドして貸金

が整われる，勤続年数だけで計算はされき壱んけれど

も．賃金給与の計算の基本の注が勅統年数とL,うもので

あり童す。例えば18才で学技を出て，現場へ入って働

いた場合淀．3年たち蓑すと何パーセン1･か18才で鋤

き始めた時よりも上っておる訳です。その人間の技鮨

や，能力が少しも変らないでも3年たてば上る，5年た

て砿さらに何パーセントと上って参ります。そこに日本

の賃金職与の象そがある択なんですが，これが絶対に上

らいとb,うことなら．これはこれで労鋤迦肋も．これと

対決をするという態度も出て来る訳です力嘩か，不幸か

わずかづつ上る訳です。そして永く何十年もその工期権

勤めれば‘上り方朧一周脈辨に行くと↓､うふうなこと腱

なっておりますから，何んとはなしに‘そこに-稲の魅

力が出て参ります。

こうL,う黄金給与の支払われ方というのは，日本特有

なものであり主す。例えば識､の資本塞国ですと，同

じその技能，例えば鋳型工なら鋳型工のAクラスという

ものが決っておれば．Aクラスの鋳型工に対しては’1

週間に何ポンド何シリング，あるし､朧1時間に何ドル何

セント払うというようなことが社金的に決っておる訳で

個々の屈主がやたらにそれを崩せない灰です。労使間で

ちゃんと協定ができておるんであります。総ぺての黄金

結与は，そういう緒付けされた技鮨,I",それに対し

て払われる訳ですから，労働者が年が幾つであるとか．

あるいは男子であるとか,女子であるという鯉1，そん

なことに関係ない沢です。それから主た一つところ#こ何

年間跡､た，永年典職しておる箸であるか，あるいは新

参者であるかというふうなことも卿系あり雷せんし、あ

るいは致牙者であるか，扶誇族を何人抱えているかと

いうようなことも関係な､､沢です。ですから何年mli同じ

ところに働いていても.18才の着でも,45才の新でも腕

が同じならば収入は全く同じだと．それがつまり同一労

働同一賀金の国際原則と､､うものであります彦

日本では，そういう原則がどこ腱も首を出す余地がな

い，なぜかならば永年勤めて､､る新秘.賀金が上ると､、

うのが日本の賃金支払いの原則のようなもの腱なってお

るから，つまり勤饒年数や，年功に応じて賃金が払わｵL

る。彼自身の錘曾というものが，海底に随れてしまって

おる。その上例えばそれにプラスして留爾ﾐには，年末手

当とし､うものがプラスされる．の熟ならず,例えぽ何年

かして結婚する．子供ができる，とL,うと日本の溺合に

は家族手当が鮒与の一部としてくっついて来室す。それ

から例えば，勤縫10年たてば，大体住宅が現物で貰え

る，社宅でありまず、社宅の設術のなL､会社ならば，そ

れを鍵で住宅手当とも､うふうな金でこれを給与程プラ

スすると，こんなような二とも労鰯者や，磯貝の技能

や,職鐵に関係のなL､ことであり童す｡

ですから日本の貫金とt､うものは，そのときどきの賃

金，給与で判断でき蓑せん。生産30年間跡､て・勤線

年数にスライドして上った，その30年側の全額と，そ
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大河内：日本の労働組合運動

れに年末手当，期末手当，家族手当，住宅手当，退職手

当，そして退職年金と，全部拾い集めて一括して，それ

を割り算して承なb,と本当の給与が出て来ない訳であり

主す。

このような定期昇給的な考え方から，ベースアップ的

な考え方とし､う対立や紛争ば労使間にあり蓑‘ﾂｰけれど

も，賃金そのものほ勤続年数や年功に応じて徐灸に上る

ものだという考え方において．全く両者共通の地盤に立

ってい悪といってし､いんだろうと思↓､叢す。こう､うこ

とが，やがて日本での労働組合と､､うものに対する組合

員の意識や，自覚というものよりも永年勤続によって受

ける利益という従業員としての利害打算や，従業員とし

てのものの考え方の方が，常に底流として強くなってb，

る，そういって､､L,だろうと思い室す。

こうし､うことを，アレコレ拾い集めて考え蓑すと，戦

後の日本の労働組合というものは．戦前の日本で見られ

なかったような躍進振りを遂げましたけれども，労使間

の関係，あるいはその上に出来た組合の．組識の特珠な

先程申したような企業別的な形と↓､うものから想像致し

まして，決してその労働組合として，充分その他の資本

主義国の組合趣力に見られるような．安定した足場とい

うものをまだ持って､･な↓のであります。

こうb､うように，日本の労臓組合の今日の数の上での

発展躍進というものの中にひそんでいる特殊な点を．充

分考えなおして見るの力:，今後の労働関係と､､うものを

正しく造り上げていく一番のポイントであろうと，私は

考えるのであり童すが，同時にこれについてもう一つ付

け加えておかなければならな↓､と思いますのは，明治，

大正の先程申しあげましたような時代以来の，いろ､､ろ

な尾を引､､た悪い意味の伝統といbましようか，そうし

うものがし､まだに拭いきれなb,で残って↓､ると↓、うこ

と，すなわち，組合運動というものは一体なんであるか

ということにつL､て，必ずしも朧つきりした考え方がと

られて､,ないことで，明治時代の考え方あるし､は大正時

代の考え方に，矢張りそのまま今日でも踏襲され，ある

､､は敗戦直後の混乱期の組合の昂甥塙の組合につ､､ての

考え方が，そのままに尾を引いてL,為，という点がかな

りまだあると1，うことであり重す。

たとえば，労働組合運動と､‘うものば社会主義運動で

ある。あるいは労働組合の運動と↓うものは革命運動の

一翼である。とb,うような考え方が，し､ろいろの点で組

合指導の中に出てく為わけです°もちろん労働組合運動

とし､うのは，国盈の条件によっているし､ろであって，社

会主義運動なり，あるいは政治運動と深､､つながりを持

っており蓑すけれども，労働組合運動は矢張り，労働組

合それ自体の本来の機能なり仕堺と↓､うものを第一にお

いて，決して社会主義運動や労働者政党，日本でいえば

社会党や共産党とL､うような労働者政党の下部組繊や労

働者政党の一翼でな↓､，全然それとは別個のものだとい

うことを,もつとはっきり考えなければ労働組合運動は，

再び明治時代や大正時代の無残讃減した苦い経験の二の

舞を演ずる恐れが多分にあるということであり童す。

こう、､う点で，労働組合と↓､うのは現在，戦後12，3

年たった日本では，何をする団体かと､､うことをもう少

し考えるべき時期にきていると思うんです。私の考えを

申して承れば．労働組合という･ものはその労働市場で

この労働市場というのは日本特有の恰好をとっておりま

すけれども，賃労働を売る場合の売り手の集団であると

いうこと，そう考えるべきだろうと思います。ですから

そういうようなそれぞれの職種,職業の分野の中で，労

務提供者が労務の提供者として．一定賃金，時間等の

労働条件で自分の労務を売るわけでありますが，売る場

合，それが集団的に出来るだけ良い値段で売らうとす

る，その目的のための集団である．そのための売買のと

りひき接渉のための団体，そしてそのとりひき接渉のエ

イヂエントが労働組合というものであり，あるいは労働

組合の代表者がエイヂエンI､に当るとb,うことでありま

す。そうし､うようなことが，労働組合と､､う近代的な組

織の経済的な機能であり童す。それだけの鐵旨がつくせ

ておる団体でありますれば，これは充分労鋤組合という

名前に値しますし．例えそれがどんなに微温な保安的な

穏健きわ叢りない団体であっても，依然としてそれは労

働組合であり，またどんなに急進的な印象をもっており

ます団体でも，それ力敏治運働ばかりやっておって，組

合員のために組合の賃金鵜与の安定次り，労働時間その

他の労働条件の安定のために，その組合員を代表して経

営側と接渉交渉しようとする能力なり機能をつくしてい

なし､か，つくそうとしないか，そういうような団体なら・

ぱ，し､かに労働組合と↓､う看板をかけても，それは政治

運動なり社会主義運動ではあっても労鰯組合組織ではな

い，と、･うこと腱なるんだろうと思います。ですから労

鰯1崎は社会主義的色彩をもっているものがあり、ある

L催アメリカの組合のように現在の資本主義社会が一番

良し､と思っている組合もあり，あるいはキリスト教的色

彩をもっているものもあり，色盈なベールをかけており

ますけれども，そう、､うベールを侭ぎとってその中味の

労繊組合そのものというのは，矢張り組合員から組合費

を徴収してその組合員のために，出来愚だけ紐合負の技

能を力に応じた良い労鋤条件を経営側と談合接渉してこ

れを穫得する。そして経営側が応じなければ労働争議

あるいはストライキという風な手段に訴えて，つまりい

いかえれば，不利な値段では自分の労務を売らないこと

戸
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大河内：日本の労働組合運動

の自由を守る仕事をやるのが労梱聯lif合というもので，そ

うし､うことが今の資本主義社会での労鋤組合と↓､うもの

の本来の織菖であります。それをつくす上には．どんな

政治的な立場，どんな宗教的な立溺にベールをかけてお

り菫しても，労働組合朧労働組合だということであり黄

す｡ところが日本では，労働組合が兎角その社会主義運

勤とゴチヤゴテヤになっている。社会主義的な旗でも出

していないと，あれは労鰯組合ではな､､というような批

評がされがちなんでありますけれども，こういうような

ことは矢握り，明治大正以来の昔の伝統が&､まだに尾を

引いている一つの例じゃないだろうかと思うんであり童

す。段を最近そうし､う点も．組合運動の中でも変って参

りましたけれども，そういう点をもつとハツキリするこ

とが，謎は瓶合運動のために必要じゃないかと，こう思

っており堂す。同時にもう一つの認呼なことは．経営

側,相手方の経営側自牙が矢張り古し､ものの考え方，明

治大正時代の考え方の尾を引いて，今日労働組合とL,う

ものをなお眺めようとしてL,ることです。と､､うのは，

労働組合というものは社会主義団体だという考え方．丁

庇労働組合の昔からの考え方を一寸逆にした考え方で，

ただ労蛎&合の側の労&聯且合運動が，社会主裟運動でな

きやならなも､という鎚成の立場に立つ，経営側はどうも

日本の労働組合と､､うの朧社会主義連動だから．これは

もう絶対に排撃しなければ､けないとL,う観点をとるわ

けですけれども，組合逮勅と社会主義運動をゴテヤゴチ

ヤfこしている点では，労使どつちもどっちと､､っても良

､､というわです。の承ならず，もう少し進んでし､えば，

日本の経営団体の中には，労働組合というものばなけれ

ばない方がL,↓､と，こういう考えを持っている入がい薑

だ淀かなり多うございます‘これ臆組合運動というもの

に対する非轍な偏見であって，また大正，昭和へかけて

の日本の過去の労働組合運動が．治安警察法に追い輩く

られて，絶えず街頭で替察宮と洗血の争いを繰り返した

というような，過去の日本の労働組合運動のおかれた状

混を，矢鎭りそのままに念頭におl､て，労働組合とし､う

ものの突癖まそうも､うものだろうとし､うような断定を下

しているんぢやないかと思われるような人火が決して少

くないわけであります。もちろん‘今日の社会では公然

と大勢の人の前で口腱出しては申さないわけでありまし

生うが，かなり頭の進んだ経営渚とb､われておられるよ

うな方でも，その腹の中で砿労働組合とL､うのは，どう

も､ない方がい1，，あらずもがなの目1体である‘という風

に考えている人がいる。もちろんストライキなんていう

ものは，これは恐らく起らなければ起らない方がいいで

しよう。けれども争議が起らなければ起らない方がい､，

とb,うことは，労働組合というものが無ければ難1,方が

良､､ということはと全然別侭なことであります。

労働組合があれば争議は起らない．というロジックも

あるわけで，労鮒争議とも,うようなものは起らない方が

いいけれども，しかし労働組合とL､う組織は，労使関係

の安定のためにはなければいけないとb･うように考えて

L,かなければいけないところを労鋤組合はあらずもがな

のもので，出来ればこれは無くしてし鴬う方が良いと，

こうし､うような理屈をぬいた雰囲気なるものの考え方と

いうのは，まだ薑だ非常に強いと思L､ます°これ力竣々

となくなって来ない限り朧，日本でも労使関係の安定は

あるいI"1合運動の発腿と､,うものはな1，だろうと思い

ます。一方では労働組合自労の側で，組合運動と社会主

義運動と混同するようなことを猪算する．と同時に経営

側自身で労働組合というものの，い雷の社会での必要と

し､うものを焔少限考えるというようなことでなければ，

問題ば少しも先え進蓑ないだろうと思うのです。まだま

だ現在日本ではそういうような条件力:満されておりませ

んし,労働組合逮動が班んでありますけれども,御承知の

ように賃金の水準が非幣に商l､ところと低いところと，

つ室り賃金隔蓋が企業鏡模によって．大企業と小企業で

は．半分以下に下って開いておりますから，そういうよ

うな賃金隅差の問題を解決しなければなりません。それ

以外に矢淡り日本の鐸剤噸であり霞すけれども，政府

が発表する一股の月痔の50万とか60万とかいう謡度

の完全失業者以外に，大体その4倍から6倍，最少限，

内輪に見稜っても6倍位の隠れた目に見えない失業者

が，日本全体で罐農村にも都会にもあるわけで，こうい

った狭態が少しでも解決されな分ればなりません。そし

てこれは賃金隔差の問題が開いたままで固定していると

↓､う問題と同じように，今日の労働組合の力や運動では

処理出来ないわけです。紐合運動がその問題にどんなに

ふん張っても，鼬合運動の力ではそうした問題は解決出

来ないわけです。

でばそういったような賃金の大きな隔差，あるいは非

総に多数の滞在失業者の問題,組合の力でなんともなら

な､､問勵*一体朧がどうやって解決して呉れるか，とい

うことになるわけでありますが，そこまで申し上げてお

りますと大分長くなりますが．労働組合函の問題の手

の届かな､､ところに、今の日本では大きな問題が瀞んで

↓､るとb､うことを付け加えるだけ腫いたしまして，私の

はなはだ散淡な話を終りたいと思います。

《
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癖して，州着後提出するという方法をもとった。

このような方法が，樹木分雲学の教育方法として，適

当であるか否かは別とし，この識学生の樹木の職別力

及び記侭がどれだけ向上したか，及びその傾向につき参

考主で腱犯した､､と思う。

毎回の獣験結果を築計し，潜点を10とし，0，1～2,

3～4，5～6，7～8，9～10の5階段に区分して，庇数分

布図を作ると，図1～6のようになる。

本年度の学生は出席串がよく,41月以降毎週1回の実

習庭は縁とんど皆出席であったにもかかわらず，最初の

日の試験では（図～1‘）（7～8）点を中心にした，組

と（3～4）点を中心Iこした組との2組が明らかに認め

られ,全くわからぬという者が総員28名中に3籍もあ

った。これが，回を菰ねるごと，こどのように変化して行

くかはすこ与る興味が溌い、2日目（図～2）には（1

～2）点とく7～8）点とに山のある分布にかわってる。

すなわち前日の成績のわるかった紐中の一部は蝉があ

がり，上級の方へ入ったが，依然として，10間中，1～

2間しかわからぬものが残っていることを示す。

3日目（図～3）では上，中，下級の3区分に別かれ

た。成披のわるいものは多少減少催したが，なお少数残

りその中からぬけ出したものが中級へ進んだが，上級渚

ばもう－段上に進承（9～1のに山をもつ級へ上外した

のである。

4日目（図～‘1）には．なお同じ傾向力現えるが，中

敷の山が賊つきりしなくなる。すなわち中級から上級に

進むものが出てくるのである。

5，6日目（図～5．6）では，中．上級の震がなくな

り，全負の約60％催，9～10間正解するに↓､たってい

るが．まだ3～4間しか答えられぬもの力銭っている

しかし，全然善えられぬもの緯3日目からなくなり．般

後の6日目には,全員がすぐなくも3間以上は答えられ

るようになったのであお・

この試験からわかることは樹木を殿別し、樹木名（和

名の承）諾記憶することiこ陰，僻手と不得手とがあり，

林学の一部門の

教育にあらわれた

一・二の傾向について

’戯量欝臘 蕊岡

京都大学の林学科で嘘3回その前雷に樹木学実習を螺

し，4月より9月藍で毎週1回半日．近くの山地へ樹木

採集に行く。これば，樹木につ､､ての分類学の概要を会

得ず馬ためと，替通にあらわれる樹種名と識別を記臆せ

しめるためである。

そして蜂休暇前半約1週間を用い，京都化部山地に

ある芦生斌習林へ造林実習を兼ねて，採築旅行を行L,，

温暖帯樹菰につも､ての掛木学の総仕上げを行うことにし

てL,る。

これは岡本助手が主として担当しているが篭者たちも

出来るかぎり毎回参加し，また造林の大学院学生，4凹

生も参加し応援する。輩た夏季の実習旅行にも造林研先

窒は総出で一所に出かけるのを膳としてt,る°

学生に採蛎させ,彼等の鷺間に答えているだけで朧，

一部には非獅こ興味をもって進んでやるのもあるが，窯

た一部には撤別はもちろん採集さえおこたるものもいる

ので，昨年から．夏桑実習中は毎夕試験を行うこと艇し

た。

試験方法ば，その日の採蛎行中に教官側で普猛に出現

するもので，是非おぼえておかねばならぬと考えるもの

を50～100Zi採集する。それを任意の10種づつを－紐

とし，各人にかん別させ，その当否iこより採点するので

ある｡

今年は6日間毎夕刻この試験をく”･えし行なった。

そして最終日には2人1組とし．それに22種目を記入

したカードを渡し，約3時間行程の婦路これを組ごとに
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四手井：林学の一郎門の教育にあらわれた一・二の極向につ､,て

不得手なもの朧，かなり努力しな↓,と出来ないというこ

とである。

いずれも，ともかく，大学の入学試験に合絡している

ものであるから休年の学生には他大学からの細入者は

ない),そう素質のわるL､ものはいないはづであるが.掛

木を識別し，記瞳することの特に下手なもの力;，少なく

とも10～20%i瓠､ると、､えよう。

さらに2日目にF1孝級から分離し，ちくじ上級へ移行し

ていった組，これは本期間の樹木実習に努力を領けなか

ったもののようで，6日間の連統駄験により半ば強制的

に勉強させられた結果倒木名を記髄したと､,えよう。

図～8は，脇人別漣，1日目から6日目までの点数の

変化の傾向を代表的権示したものである。

MDNi両君は不得手型で最後堂でどうしても、出題

の半分以上§霞鐡別出来なかった。F,Y,K3君は勢力

示足趣で，この6日間に急上昇を示したもの．Na｡S

両君陰初めから成讃のよし､，よく勉強してL､たものと．

得手なものの例である。

以上健林学の中でも綣珠な樹木学実習につも､ての一例

で，これから他を推しはかること腱出来ぬが．近年の大

学では，林学とは何かを入学前によく知らずにとも角入

ってくるものもあり，震た初めから興味をもって来るも

のもあるので，林学に対する勉学ぶりが千差万別であ

る。それをわずか2ヶ年で一応の林学織り老として社会

漣出すには，本例のような半強制的な指導方法もあるh･

はとらざるを得なし､かもしれたし､。そして，特に不得手

なものをどう指導するかが大きな間魍にな器ので朧なか

ろうか。

以上を要約す為と，この樹木実習にあらわれた結果か

らいえることは．

樹木分類学のような学問については，弾手のものと不

得手なものが明らかにあることそして．この他腱不勉

強なものがある。

連目強制的に教育すると．全体としての水地も上外す

る｡特に不勉強なものに対して勘果が大き↓､｡しかし・
不復手なものは容易に一鐵準さではあげられず，最後

蓑で不良な成績の叢童で残るものであることである。そ

して，生物学に特に関心のうすいと思われる。不得手な

ものを，はたして挿来まで料淳蕊老としておしすすめ

ていってよ､､かどうかは今後の側題となるので減ないか

と思う。
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図～7侭．この6日間の6回の試験の合計点の分布を

示すもので，明らかに山が3個出来ている。15.20点の

山朧．樹木分類学の不禅手なぎ,30点の山は蕊力の不足

だったもの,50点の山は，得手なものと，初めからよく

勉強をしたものの群といえよう．
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をよく聞く，林業に対する欲求がどこにあり．間閣点は

何かとb､うことが分析・検蔚されねばならない。この考

え方が，林業敦良薔及計画をたてるための基本的理念で

ある。

蓑た．農山村民が慾同してことに当るように指導して

行かねばならない。そのために朧，農山村の青少年はも

ちろん，大人達も．グループを結成したり，座談会が稜

極的にもた沁この場から，農民の自主性が啓発される

ようになってこそ．林業経営も合理的におこなわれるこ

とになる。

そういう点で，普及事業における技術指導は強制でな

く，教育であり奉仕であるとも考えられる。叉改良指琳

員紘．農山村民のよき相談相手でなければならない。

もちろん，認事業の進め方には，現実に即応して実

施するため．普及関係者間で，甲論乙駁のあることは当

然であるにしても根本理念について変りはない。

◇

それならば，林轄良蕃及辨業を錨陸するために必要

な予算や機椴はどうか，いわば主体性はどうかというと

はなはだ心もとない現状であるといわねばならない。

b､つの世でもそうであるが，賦験研究，福祉対策改

良普及，教育など政治性に乏しい仕事は，その亜嬰性が

叫ばれていながら掛声ばかりで，予算韻は貧弱だと1,う

のが粥である。林業改良普及事業の予算ももちろん少な

いのであるが，普及罫諜を第一線において推し進必てい

る人が非謄な蹄逗である｡

周知の通り，謹及察業を担当してL､る敦良指導員は．

普及と森林計画の両方を瞬務として､､るという馴饒であ

る。森林計画は法や鏡則にもとず､､ておこ歳い，その実

施は敦良指導員の責任腱おいておこなわれることはL､う

室でもない｡また森林計画には，罰則規定があり．刑耶

訴訟法における『公務員はその蝿をおこなうにあたっ

て犯罪があると思料するときは告発しなければならな

い」との認定ば，森林諦雪の違反伐採についてあてはま

ることであって，このことからして森林計画と改良瀞及

と力噌鑑的に反していることが明らかである。

公鐡生におし､て計画も普及も変りがないと思うが，目

的の帰着点として一方では公共性を唱え．－f方私経済性

を唱えているという違いだけであって，これを同--.人が

担当することに矛盾を生じない管がなL,からである。

しかしここでは計画と普及の！鐇の性描の矛盾を探求

するつもりはなく、聯鱗が競合することによって結果と

してどうなるかということが撤劣躯問えれば幸､､である。

◇

一つの見方として數良指導員の勤務笑鏡を分析して染

る。次のグラブは昭和32年度1年間の勤務笑綴の推移

であるが，項目別に時間で表わしてある。（ただし，木
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一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
一
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一
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一
一
一
一
一
一

林 業改良普及事業

の主体性

井ノ川金三
’

’

一

一

一

◇

材業改良着及3蝶をjWろためには，遥職というこ

とが非常に大切なことである。すなわち，蕃及1F業はど

のような考え方で行われなければならないかとし､うこと

である。このことを:普及関係職員がしつ力･りと身につけ

ておかないと，とんだ方向に農民を引っぱって行くこと

iらなる。’

法や規則$こ唱えられている仕叩Fであっても，法の理念

を知らな↓､と運用を叙蒻ことになるが，普及副F業は法や

規則で事業を進めることを唱えていないだけに．この辨

業に従事してし､る人の考え方の統一が必要である。

よく農業改良蒋及で，考える農民と↓､うことがいわれ

る。これは民主主凝的術謀においてば，生産農民という

ことより人間としての艇鋤こ砿きをおかねばならな､､と

いうことである。

患義藤懲駕鷲麓懸誌蒼“
昔ば，木炭力§足りないから木炭を潮産しろといって．

隙かの生産奨励金を出して生産を碍励する。製炭技術も

12％の収炭率を1％引上げることに意を用いるが.炭
焼きの生活というものはかえり染られず，炭は焼くが．

それらの人達の生活健一向楽にならないとも,うのが実状

であった。

敦良菅及を含めこれらの指導の指向するところは．製

炭者の生活を豊かにするに朧，どのような製炭技術が必

要か．労働生産性を高めるような技術,すなわち．1週

間も10日も災ガマに錘つききりで30～50俵の炭を

焼くというのでなく、製炭時IⅢをもつと短かくするなり

して楽りこ続け，しかも今まで以上に製炭獄が多くなる，

いわゆる’収炭率の商い炭が焼けるように熊らねばなら

ない。

農民指導という点で，これを林粟改良替及の溺合につ

いて考えるならば,普及対鎖の実態を把掘して，普及す

べきことや，普及方法を考えることが諏要である。すな

わち,普及主体である国や県，あるいば敦良指導負の主

観的意図;こよっておこなわれるのでなく，蕃及対象の声

〆
ｰ

『

烏

韮者・郡偲県林務部林賑眼
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弁 ノ川：林業改良普及騏梁の主体性

森林計画と同とようなウェイトをもって

いるのが,普及指蕪以外の業務である。堂

づ5～6月淀かけて樹苗の検迩が待ち構え

て､､る。7月は畢智の調査．10～11月にか

けては，採種林の綱査や得苗鯛晦などがあ

る。もちろんこれらの樹苗調盗や得苗調壷

などは，普及的な性格もあるとして，個別

指導などの項目に時間を加えている改良術

導員もあろう。しかし仮りにそうしたもの

があるにしても，普及指導以外の業務はい

わば雑務といわれるものもかなりあり，現

地にいぁ改良指導員には我なの想像できな

い菰奄の仕事が覆いかぶさっても､るに違い

ない。

以上の他に普及のために時間を捜したと

思われる陣I指導や蝶会指導は，輩ことに

少なく両者を合わせても，月平均25時間

位しかなく．今まで雛げたいずれの項目に

も及ばない。その外．研究調迩・林業相談

林紫改良指揮風勤務実調の推移（逮狙32跨鹿1
、
露
駒
弱
釦
蛎
梱
弱
豹
輻
麺
喧
峪
一
コ

知
・
鴎
“
篭
駒
絹
扣
謁
如
婚
釦
隔
棚
５

凡康

一

・印刷物など普及に関係あるものを総て蕊計して采て

も．改良指瀬員の勤務総時間の徹か22％という実状で
ある。

以上の幽”瑚削の推移は．いずれの県においても大同

小異であろうと推察する。

よく農業改良普及を批判して,"三割普及""三割農政〃
とかいうがこれは普及対象の三識位しか思想を受けてい

なL,ことを識ﾐするが，林業敦j錨及で,"二翻澤〃と

いうと，これは普及対象に対してでなく，散良指導員の

業務時間から上記に示したように，二割位しか普及のた

めに潮剛を費しているということであって，〃片手間の

普汲〃〃つ↓､での普及〃といわれるところである。

従ってこのような状態におく林業改良普及の主体性が

問題であって，農業改良普及と比べてその効果や寒貰を

云煮するには，余りにもかけはなれているといわねばな

らな↓,。

◇

そこで，林業改良苦及の主体性を確立するためには，

林業改j域f及辮業を昭和31年庇職務統合即1の姿にひ

き戻すことである。

すなわち，改良指瀞員を普及を行う技術普及員と森林

計画を行う経営指導戯に分離することである。これはひ

とり改良普及のための承でなく，森林計画の主体性を砿
立するためにも必要なことではないかと思う。

いわゆる’職務統合にいかなる理由と経紳があるにし
ても，森林区の担当而秋にさしたる縮少もなく，主た職

県敦良指導員55人の平均1人当り）

以下これを解説すると，年間を通じて普及指導事務が

最も多く，どの月も40時間を下らない。このことは定

斯報告など報告ものが非総に多いことを意味するs大体

次のような報告がある。

種目鰯1提出先種目溌提出先｜儲考

鑿
勤務実績表1.0林野

墨y製|:獄難蝋､
勤務

普及予

創
林産物動態調壷10県

農林統計委託錨泗黛*妙

範

＃
蝋

叢幣
計5．0

これだけの日数に，1日8時#IIを乗じてjiO時間にな

り，その他造林関係，特殊林産，森林病害虫など，普及

以外の鞭務と思われるものがかなり含まれており，これ

らを入れるとほ蔭このグラフに示す時間にな為。

次いで森林層f西の業務が多L､が，年間を通じて二つの

山がある。まづ8月であるがこれは造林照迩と称する民

有林造榊W助のための造林検査である。これは1か月間
ほとんど総力をあげて，これに当るので優にこのグラブ

に示す50潮爾はこえる。次いで10月は実施計画の公

表の準伽，3月は伐採許可申請と伐採照査の件数の多い

時期で計画にとって多忙な時である。
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弁ﾉ川：林業改良普及事業の主体性

務統合前と後で森林計画の業務斌に変りがなく，それに

加えて改良普及の仕蛎をするのであるから撫輕がある。

議務統合によって，苦及をするものの人員朧倍増し，現

地『こ駐在するようになって普及対象との接触の度合が多

くなったことは硫かだが．逆に職溺加霞になり主体性が

失われる結果を生じた。それが勤務実讃の推移としてグ

ラフに現われて､,る。

今回，森林計画が森林区実施計画に関する笑施要領を

定め適否判定開通を実施して，厳格に執行していきたい

とするのば当然なことであると思う。

しかし．改良指螺負の立織こ立って考えるならば，オ

ーバー・ワークで昨年度1日当りの平均勤溺時間が8．5

時間になっているのに，さらにオーバー・ワークになる

ことが予想される。こうした鋤合‘改良癖東員健法や規

則で決められた仕獅を第一義としてやらなければ，業湧

上の寅任を問われることになるからどうしても普及は後
廻しとなるのが本音であろう。

このような状態が総くとするなら朧，改良普及は改良

指導員の職務時間の20％以下，あるい朧10%以下に

なることが予想される。いかに、県や国で華たしく菅及

事業を企画して糸ても或良摺謀員のjMがこのようなこ
々

とで，主体性はどこにあるかといいたくなる。

林菜改良昔及1漆を現在の姿から脱却させるために

臆．前述のように森林計画と離婚すると↓､うことを真剣

に考えてもよいのではなしかと思う。これ肱普及の主体

性を確立する上挺も，森林計画の主体性を確立する上に

も必要だと思うからである。

また関連業務のうち，余り普及に関連のな､､業務を返

上することも当然考えられるが，しかしこの方は予算定

員との関連について考えて承なければならたい°たとえ

ば改良指導員の職員設濯費をひとつの例にとっても，2

分の1の国庫補助とはいえ実鴛的には3分の1の国庫袖

助しかなく，県費の増担になる。森林資源の造戎費やそ

の他の国庫補助叫蝶でもや確りこのようなことがいえよ

う。このようたことで現今の地方財政妹，指導監督のた

めの職員の設鯉瑚員朧思いもよらぬ程困難たことであぉ

から仕琳の鞍寄せが出先機関で比較的人員の多くを占め

ている，改良指導風に覆いかぶさってくること朧当然な

傾向であるといえよう。また噸員設置費に限らず巡回指

導旅喪など著及全休の国庫郁助予算が少なL,ことも，改

良指導員をして職務に専従させることが出来ず,主体性

を保てな↓原因をなしていよう。

この苦悩を切抜けるたあには．森林計両との分離は別

としても

1，普及機栂の組織調成換え

イ．専F磁術員を減らして改良指導負にする。

ロ．中地区制をとって築合駐在にする。

2．菅及予算の拡大

イ．職員殻腿費国庫捕助を現行の1/3から2/3にす

る｡

口．巡回指導力織を改良指導員1人当り年間30.000

円にする（現行25,000円強）

ハ．燕識術員に調査研兜擬を設ける。

二オートバイを地区主任の数だけ盤側する。

3．関連業誘を鯛整し．出来る限り簡素化する。

関連業訪の調整をするに当っても，生産指導に

関するものを改良指瀬負に行わ登るのはよいが．

この際国や雌の段譜で指導方針が一本化されて､、

ないと，改良指導員が森林所有者等に指導するの

にやりずらb,し，普及対離にとっても迷惑なこと

である。また出来る限り棚素化するというのは，

砺務的仕鴬を少なくして，内務にしばられなしよ

うにすることである。

以上，拙説を長とと述べ，まとまりのな↓,急のに終っ

たが，林業改良善及恥業腫民有林所有者への唯一の．サー

ビス堺業であり，かつ土地生醗力の増強．濫営の合理

化．木材利用の合剰化のためにも，試験研究の伸長とあ

いまって今後益を生長しなければなら尋､と確信するだ

けに，速かに林業改良着及堺業の主体性を砿立せねばな

らないと思う。

（
）

？

林業解説シリーズ

造林担当者の答Z17. 鼻
〉

札幌営林局造林課長吉岡薫著

このシリーズ108号で北大の武藤助教授;寵『拡大

造林の問題点」として，かずかずの疑朋と不安とを

述べられた。

しかしながら認どもは数10年来つ課あげて来た

経験と技術を足がかりとし，さらに日進月歩の科学
技術を身につけて，この大計画へ不退転の決意をも

って路承釘つたのである。

もはや歴史にあとをとどめる大きな岬kは廻匿し
はじめたのである。

◇日本林業技術協会発行◇葉5！ ’
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チ エンソー

｜｜，｜
作業について

秋保親悌

(33．6．6受理）

はじめに

伐木鐙材作業は林業の中で最高度の熟練を要する分野

と考えられてきた。そしてそのため伐木夫瞠長い年月を

徒弟として過ごすというようなこと輩でしてその技術を

修得しなければならなかった。実際に，立木の伐倒と心、

う仕事は多くの危険を伴ない技術の未熟な作業員では無

事に仕事を続け難い事惜にあるし，さた鋸と斧を使うこ

の伐木造材の作業は過激な労働で．その鰻急にしたがっ

て適度に体力を抑制するのでなければ長くこの仕事を就

けていくことはでき童､､と考えられる。さらにこれら伐

採作業員が作梁日1日に摂取しなければならない食品素

材のカゼリーを算出してゑると，4000～5000力禧リーと

､､う大きな値が縛られることから，この種作業員は特異

な体賛をつくりあげた上でなければ能率をあげていくこ

とができないのではないかとさえ考えられる。このよう

に多量の…収を要するところから伐木夫は1升飯を

食うなどという現験が生れ，仕事の激しさと槌護って作

業員の健康をおかすということにもなるのである

ここにチユンソーといウものが登秘してきた。林業労

働から重筋性を排除して合遜化するために憧撲銭の利用

にkるほかはない。しかし10年前にわが国で催じめて

チェンソーが製造販売された頃には，2人用驍で重量が

重く「約30kg)．笑用の域主で至らずに譲ってしまった

のである。その後欧米各鬮においてはチニンソー改良の

努力力鐡けられ逆に数年前より実用性にとんだワンマン

・チエンソーという形に脱皮し世界各地で使用されるよ

うになった。そしてわが国にもだんだん数多く輸入され

為ようになってきた。この1人用機は腱量でしかも強力

箪者・林業誠醗栂木的分泌

で．わが周のような傾斜地の多い林業の鶴合でも識iこ

実用性があることを広く認められるよ，になってきた。

これに対して鬮宥林の伐採作業員などの間では，現在

いる作業員の配磁懸換や収入の減少を招くおそれがある

として採用に反対する動きがあるようだが，従来のよう

な伐木造材作業を統けることは激労鋤のため寿命をすり

へらすこと‘こもなることを考えればその当否は一考の要

があろう。もちろん機械採用による利益は労貴相方で分

けあうのが生産性向上の原則ともいうべきものであろう

から，収入の減少は避けながら作業員の疲労軽減i己役立

たせることを考えなければならな､,。

ともあれ,伐木造材作莱におし､てチエンソーが手挽鍔

（てぴきのこ）に代りつつあることはもはや覆いがたい

醐笑とたっているようである。

1現在のチエンソー

現在世界中で生産されているチエンソーの震種は非常

に多数におよんでいるが，その中で世界最大の生産量・

翰出量を橇こっているのが米国製のマツカラー．チエン

ソーで，膳に数種以上の新型をそろえて諾種の要求にこ

たえてし､るようである。わが鴎におし､てもこの謡種が相

当多く輸入されており，同じ米国製のホームライト．テ

エンソーと共に輸入磯の代変的なものとなっている。

しかし最近わが国でもやつと輸入磯と肩をならべうる

ような機菰が生産されるようになってきた。富士重工株

式会社製ふじラピツト<CL-11型)･テエンソーがガ

ソリン・チエンソーとしてはその唯一の＄のである。だ

が前にのべたような外圃磯菰の敦良はめざましく，その

膨大な販売難･資力をパックとして文字通り日進月歩の

観があり，製作会社が腰をすえてその改善に当り，また

伐採現場が図遊磯愛用の蝿持でその育成に協力しない限

りやっと生れたこの倒産機もやがては鼓争の場から押し

出されてし叢うことも考えられるのである。

チエンソーの機菰が非膳に多くあることは前にものべ

たが．機概としては頬似点が多いのでマツカラーやふじ

ラピツト（獄型としては米闘製のホームライト型といえ

る）を考えながら規在のチニンソーの特徴について多少

触れて熱よう。

現在広く使用されて､･るのは2サイクル空冷式ガソリ

ンエンジンを原動讃とするワンマン・チエンソーなので

これ&こつL,て述べてb､くことにする。さらに従来多く使

用されてきた歯車による減速伝導式のものに加えて最近

では直轄駆動式も製作され使途がのびてきたようなので

これにも注目しなければなるまし､。いま一例として国産

のふじラピツ!､および米国製のマツカラー両チエンソー

につし､てその諭元を掲げてゑると表1の典うになる。

なお直結(DirectDrive)式のチエンソーい､ろい

ろ製作さ恥てL,るようであるが，その特長とするところ
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秋保；チエンソー作業について

菱1チエンソー諸元

ラビツト

CL-11型
(23in案内梗つき）

マツカラー

(20in農離つき〕
全浸×全幅×全高|,07.:Ws｡2×34.794.8×28.1×31.6
重量

鋸身有効長

エンジン(型式）

147.kg(給油済〕

59．4cm

単気筒．空冷，
2サイクル

124kg(")

52．3cm

左に同じ

，（出カノ3.2P/5OOOr.P.m.lS.6H,/7OOOr・p.m.

〃（気化器） |ダｲﾔﾌﾗﾑ式｜左に同じ
鋸身速度|270m"
挽減り8mm

クラッチ｜自動遠心型｜

始動方式|始動索自動巻込式｜
職iﾋﾓどーﾙ｜‘5:！

440m"

左に同じ

左に同じ

宗に同じ

16：1

歯型|(錨金尭器)｜左に同じ
鋸歯給油方式｜自動給油式|強制手動銀ﾝプ式
燃料タンク容量 1.5j 0．85

滑油タンク蓉量 0.38I 0．29

は出力が大きいこと，鋸歯回転速鹿が早いことなどにあ

る。い室最近のダイレクト・チエンソーであるマツカラ

ーの惑一パー44型を例にとり表に示した39型と比較

して承窓と，44型の出力は651P/7600r.p.m.(39型で

は36P/7000r・pcm.),鋸歯速度ば540m扮､<39型で

は440m"･)とかなりの差が承られる。しかも重量その

他の条件では大差がないので特に天然大径木の蝿采など

においてはこれら強力な直結駆動式チエンゾーの需要が

のびてくるものと考えられる。

ここで2．3現在のワンマン・チエンソーの犠蔓とい

うべきものをつけ加えて承る。

a)擬体

軽量であることが蓋ずチエンソーに奨求される点であ

る。そのため機体(案内板・チエンを除いたもの）の多

くの部分臆アルミニュームまたはマグネシウム合金で作

られ，しかも肉薄で浄にできるダイキヤスト鋳物など

によっている。いまラピツト・テエンソー磯体の霊比

を承るとアルミニニーム合金26.5％，マグネシウム合

金33.0％,鍔27.0％,その他となっている。マグネ

シウム鋳物は最も軽くアルミニュームの重量の里Aにす

ぎ伸ないが，腐蝕しやす､,欠点があるからなるべく機体

を傷つけぬよう涙扱うのが得策であろう。

b)笂化器

エンジンが優秀になってきたこともチエンソーの実用

性を高めるのに役立ったことは明らかである。現在のジ

ンマン・チエンソーでは，多くがダイヤフラ上式気化器

を採用しておりこれがエンジンの優秀性を形づくってい

る。〆イヤフラム式気化器というのは従来の浮子室附気

化器と異なりエンジンを前蕊左右どのように煩けようと

も燃料緒供に支障をきたさな↓､合理的なものでチエンソ

ーのエンジン用としてはもっとも有利なものといえよ

う。ダイヤフラムというのはゴム貧の膜で（ナイ画ン鯉

の布にゴムを刷いたものなどが使われて､､る）片側にエ

ンジンの吸気圧を受け反対側に大気圧を受けており，そ

のバランスによって燃料を調節して流すわけである。と

にかく前後左右どのような状態でも同じ様に駆動すると

いうことはチエンソーを非常に有利なものとしているの

である‘．

c)始動装置

ほとんどのチエンソーが自動巻込式を採用しているよ

うであるが，これも非職に便利である。すなわち引き終

った始動索は渦巻スプリングの力で巻き込黄れ，次の始

動に備える状態となる。これは従来のように始動用索を

別に梯帯してその都度始動プーリーに巻きつけて始動さ

せる方式にくらべれば相当の進歩である。

d)鋸歯

従来の鋸歯型の催かに鉋型（チツパー型）のチエンが

製造されるようになり多くのチエンソーに採用されるよ

うになってきたようである。このチツパー・チエンは木

材の繊維方向#こ平行・直角あるいは斜方と，、､づれの切

断も可能なので便利であり，伐木造材作業に好適なもの
と考えられる．

2．テエンソー作業についての考察

チエンソーにつし､ての記述はこの程度にとどめること

とし，われわれが機会を得て最近おこなったチェンソー

マツカラー・テエンソーによる玉切り

－14－
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作焔試醜にお↓､て考えられたことについて考兜をすすめ

て難る。なお‘近年iこいたり全長材築材･とよばれる作業

方法が拭象られるようになり，伐倒木はそのまま集材さ

れ（'､ラクターあるいは集材機を利用）足鋤のよい中継

貯木場で玉切りされるようなことも行われあが本考察で

は従来通りの伐木造材作業の方式によった。しかしここ

に進める考察はどのような場合にっb,ても応用して考え

られるべきものである。

a)作業員

作業風1人にチエンソー’台の組合わせの楊合瞳もち

ろん，2人以上の組鵜成の場合でもチエンソー迩娠手の

作繋技術・作紫態度というものが全体の能率に艇も大き

く影癖して'､ることは明らかである。このことをよく検

肘して承るとまず運転手の作業要領がよい掛合．組とし

ての能率がよいようであった。これは連握手の伐倒技術

の巧拙に通ずることで，この点では季拠鋸作業を含めた

伐採作業の騒験年数の多い人が三股に要領がよL,ようで

あり機減が伐倒水腫はさまれて損傷するような!"故も少

なかった。また紐作業の進行についても要領よく進める

必要があるようで，能率がよい掛合の巡振手は袖幼者の

作業進行辿度にあわせて伐倒作業を進いていって補助者

の作業職にむらができないように留意しているように承
られた。

チエンソー作業の長所になるわけだが，手挽鋸作業の

ように長期にわたる錘昌習得期間を要しなL,。初心者で

も2．3日操作法を練習すればどうにか伐採作業に従事

できるようになるし，2．3ケ月もこれに従暎すればあ

る程度の熟練作業員になれる。そしてこの柵合未熟練の

段階でも努力の度合が高い者は熟練新にくらべ余り劣ら

ない程度の能率をあげることもできるように蕊られた°

これを考えると作業要領と共に其釧な作業態度が必要で

ああことが浦感された。

また槻械腱対する認識のある者，適応力のある者の方

が能率をあげることができるようであった。このためあ

らたにチエンソー作業員を遷塁溺合に朧老年の人より若

も､人を．勘の悪い人よりよい人を選ぶのが適当であろ

う｡しかしこの謁合余りに才気が多すぎて何でも分解し

てしをわなければ気がすまないというような人では困

る。盤伽に留意していれば現溺で大きな分解修理をしな

ければならなし､事は多くはな､､であろうし，そのような

柵合肱予伽機によって作業を総け修理担当負に委せる方

が望ましいからである。

b)組綱成と能率

いま木曾谷の国有林でヒノキ、サワラ天然木について

行ったヂエンソー訣験銭慰､ら5日剛の獄験日（それそ

れの項目について5日ずつ8時間作業をおこなった）の

平均値をぬき出して示せば表2のようになる。

表21人1日当り造凋量

糊成｜’人組2人組
機菰ラビツト蔦ﾗZラピツト爵うど
平均胸商直径42.4cml40・Z冬4．6 42．7

平均造材材譲 |…石|認.361刀871aggg

表2で明らかなように作業員1人に機械1台の鞄合せ

の場合にくらべ2人粗の場合の1人当り造材斌ほ低くな

ってb,る。さらにカラマツ造林木につ､､て賦職した溺合

の資料から組細成につし‘て調べてぷると2人組の能率が

鰻もよく，3人・4人組は大差なく下廻っていた｡，

これを笑跡瑚剛割合(実働率）でぶても1人組より2

人認の方が低くなっており，2人組より3人組・4人組

と噴次低くなって､､た。これで承ると組人員が多くなる

ぼど各人の努力度が低下してくることがしられる。

震た遮転手がチエンソーを運転している時間を調べて

熟ると，ヒノキ・サワラの例で1入組の柵合は約2時間

なのに対し2人組の場合は約2.5～3時間となっている

カラマツの場合でも2．3．4人と人数は増し莚もその

割には巡転時間は墹加していない。この班からも組人員

が増すことによって1人当りの龍率が低下しやすし､こと

が考えられる。

さらに勤務瑚珊内容をよく撰討して承ると，枝・節払

いの時聞が相当に大きいことがわかりこの枝・節払いの

作業能率が全休の能率にかなり大きな影響を与えている

ことが考瀦された。そしてこの枝・節払い作業の能率は

1人組・2人粗の何組でヒノキ・サワラ天然木につ､､て

行った例を蝋ても組人員が増すと能率が低下するようで

あった。これは枝払いに限らず，組作業となるとどうし

ても一部の仕訓Fが鉱襖して時間の損失が多くなることに

原因しているようである。

これらを総合して考えると作業員1名にチエンソー1

台の組合せが鰻も鯉率的で，しかもビノキ・サワラのよ

うな天然大径木の掛合でも実行可能のように承られた。

しかしこのためには安全な鋳倒方法を砿実に震もらせる

こと，独力では無理な場合の協力態勢なととのえること

などの配賦は必要であろう。技術が未熟な棚合あるし､は

配布台数が少なくて1人作業が無理な吋噸にある樹合は

2人細作業がよいであろう。一段に組人員が期すにした

がって時間的狐失が多くなるということを考えて組を綱

成する必要があろう。

c)機種の逸択

－15－
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前述のように現在実用に供されて､､るチエンソー臓非

儲に多く．性能に大差はなくなってし､るようである。し

かし伐採地の戦備で脚､やすいものも縄､にくいものも

あろう。現在日本に輸入ざれ窺溺で多く使用されて､､る

マツカラーやホームライトもわが国の伐採現場では“、

やすい擬菰と辮えられる。童た国産のラピツト・チエン

ソーも特に使いやすいものにして､､く必要があろう。

表2に示した測定数値は前にのべたふじラピツトCL

－11型とマツカラー39型とで比癖t験をした際の資料

であるが，この両機種の平均造材量を平均胸高腫掻（供

試木1本当り）とあわせて考察して承ると大差朧熟られ

なb、煮た一方時翻分析資料，工程調査資料より単位時

間当り造林量,単位量の造材に必要な時間を算出し枕討

して承ると．いずれの胸高直径級でもマツカラーの方が

能率はよ､･ようにふられた。これは現段階においては闇

産品が輸入品iこ－歩さきんじられている証左と詮るほか

は噸いであろう。その最大の原因は震景蓋と考えられ，

国産品はより軽鍵化する必要があろう。

だが表2にあらわされた能率には，ラピツトの場合の

実鋤串が．マツカラーの場合より多少高かったとb,う条件

の差が含まれて､､るとぱいえこの結果は，少し多く努力

することによって国産品も輸入品に劣らぬ能率をあげる

ことができると熟られるのである。

案内仮は適当な長さのものに取菩えるようになってい

る磯菰もあるようだが．胸高直径が50cInをこえる大径

木(809m程度までノが多い場合獄23inのものがよく，

それより小農の溺合では20inのものの方がよいように

考えられた。これはなお多く検詩しなければわからない

が，案内板の長さと伐倒木直径を適当に組合わせること

も能率をよくするためには考えて熟る必要があろう。

d)遊具の併用

チエンソー作業でばできる限りチエンソーだけで伐採作

業をおこ郷､，I､ろ叩､ろな道具の使い分けはしないのが

理想であろう。儲に1人作業の場合にこれが考えられる

わけである。しかし安全な伐倒のためにはくさびを使う

必要がありそのためには斧の鐡行だけはやむをえな↓,と

､,う現状にある。したがって斧を併用する方法について

は考えておく必要があろう。

全休の能率に最も大きく影静すると考えられる枝･節

払い作粟についてラピツト・チエンソーに供り獣験した

結果によれば，ヒノキ伐木造材でばチエンソーによる方

がよく，ツ･ワラの溺合朧斧作業の方が能率的のように熱

られた。受口切りの溺合は伐倒技術が未熟でない限りチ

エンソーでやることをたてまえとしてもよいように考え

られた。ヅ･ワラのように材質の戦かい，枝の払いやすい

樹種の溺合で肱斧作業は比較的有利なようである。

e)樹種と能率

ヒノキ・サワテ天然木を対象とした賦験結果を分類し

て．この両樹種につし､てのチニンソー作粟能率を比較し

て染ると明らかにｻ･ワラの溺合の方が龍率はよかった。

これはヒノキの方が材質が硬く蝿断や枝払ﾚ､に時間を多

く要するためと象られた。樹菰によって能率はかなり変

動するものであることが考察されたのである。

f)燃料とチエン潤淵油の消澱殿

ヒノキ・サワラ天然木について行った賦験の際に測定

した燃料（ガソリンにモビールを表1に示した玲率だけ

混合）およびチエン潤滑油（モピールン澗費錘を造材材

設1石当りの値として示して熟れば表3のようになる。

表3議料･潤滑池浦巽通1（石当り） 《
〉

1人紐2人組

燃料澗爾杣燃料|潤滑油
ラビツト0.085J0.0110．0890．013

マツ駒ラー|･･710“|･･･5510."6

この表で明らかなように燃料の消饗朧ラピツトの方瀧

多く．テエン潤滑油の消饗はマツカラーの方が多かっ

た。これば棲綾の効率は･マツカラーの方がよいが，チエ

ンに対する給独方式はラピツトの自勤給油の方がすぐれ

ていることを証明していると承られた。（表示した油量

に朧整鮪に使用された分を含んでいなし､｡〉油代を時価

で計算して華るとマツカラーの方が安価にあがるように

考察された｡

g)騒音と耳樫の使用

チエンソーの騒音をラピツトやマツカラーによって測

定して蝋ると，運擴手は運砿中粥に100ホン以上の騒音

にさらされていることが明らかとなったので，難聴など

の障害も-応考えられる。現段階では作業日1日のうち

運転に従事しているのは2～3i制§なので実質的にどの

程度の障害がおきてくるか不明だが，睡音の大きさから

承れば対策をたてておく必要が考えられるのである。菫

た一段にラピツトの方が唖音は大きく高速迦転中硅マツ

カラーより10本ン前後も大きいようであった。ここに

も国産嬢或善の要点がある。

対策としてば作業員に耳避んを使用させるのがよいよ

うで試用結果はよかった。秤せんには務脱のわずらわし

さが伴うので，安全帽や作業帆の左右にひもでつり下げ

ておくなどの工夫も有効であろう。

h)作業強度

エネルギー代謝率を測定して，チエンソー作業の作業

強度を検討して桑た。その結果，伐倒・玉切り・稜払い

鼻
、ノ
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などの各作業とも鋸や斧による手作業にくらべてかなり

作梁強度朧低くチエンソー作業の合理性が証明された。

さらにラピツトとマツカラー両チエンゾーにっも､て測

定した結果を基ると－股にラピツトの方が作業強度は商

かつた。こればラピツトの方が重いためと，ハンドル枠

の位斑ガ麺当でなくスパイクが伐倒の際にきかないこと

があったためなどの理由による。作業強度の面から賦験

期間全体を通してゑてもマツカラーの方が楽な作業を縦
けていたことが考察された。

i)チエンの目立て

チエンの目立ては丸やすりによっておこなうわけであ

るが．テエンほ相当高価なものであるだけにむだな目立

てばさけなければなる震い。カラマツについての試験で

は初心岩を多く組入れて測遊したが，朴地内の岩石（地

表の燗しよく物で澄われていた）に切込んだり余分に肝

暦したりしたためわずか,1000石足らずの伐ｵ鐙材でチニ

ンが使脇に耐えなくなってし主つた悪例があった。（4

人級の場合）この隙の1日平均目立回数は2．9回となっ

ていた。その後行ったヒノキ・サワラ霊木の試験で．

適正な溺合には1日1回の目立てで充分なことがわかつ

た。ただし後の掛合には米国製の目立機(Nygranln-

dustrieS製）を使用した‘これは人手によった場合は

相当な熟練者の溺合でも湾整に研磨することは雌かしぐ

どうしても補助器具を使う必要を認めたからである。目

立回数を'Aにすることができれば耐用庇を3倍渡する

ことを期待できるわけで，上にあげた例の溺合でも目立

てが正諾であれば3000石程度朧伐採できたのではない

かと考えられる。

以上の例からしても目立ては補助器具を使用すること

を原則とした方がよ↓,ようである。

おわりに

チエンソー作業についての試験を担当して考えられた

ことを書きつらねてぷた。引例した機菰も少なく，又考

察し残した面も少なくない。しかしチエンソー作業の現

況と問題点についてわずかでも認識を新たにしていただ

けるところがあれば幸いと考える。

最後に国睡チエンソーでも作業員の努力があれば給入

チエンソーに劣らぬ能率が確保できることを思い，その

育成の気持をおしひろげていきたL､と考えることを附言
してペンをおく。

‐

鋤らく手を美しく護る

林業用革軍手

林業用総革軍手

形も良く丈夫で

価格も安い

興林靴

あるき良く疲れない

樵造

1．堅李な黒ボックス

哩黛

苗畑，造株，製炭，伐木，圃缶田挑凹，］三ｲ午，錘ﾉ天，1丸不，

実472903 造材，運材，土木など既に

景第鰯:号各作業で使われ,非常な好
案439155 評を得て居ります。

構造甲部隙上使のトリゴツト綿を使用し，難部と
各指は牛革（ク画一ム鞭,牛床革）で作られた作
業用手袋です。総率"萄三は甲部も牛床準製ですb

特長1．綿雄手の13傭以_Eの耐久力があります。
2．淵雌手の4．5倍の耐熱力があります。
3．屈伸容易で作業に至便です。
4．塵壌が侵入しないから手が汚れません。

規格大,中.小の3種(総革軍手織大の熟）

価格革軍手’双’90円(送料実費〕
総革軍手〃170円（〃）

（5双以上の御注文には送料をサーウイスしま”
：げます。

呈
畠

2．底催皮床に上愛ゴム底縫着け

3．ゴふ底は耐油．耐酸性で鵡久力大
4．特殊購造で岩石地でも滑らない

種類と価格

No.1短靴¥1､800

No.2編上靴¥2,"0送料実費申受

No.3半長靴¥2,500

赤皮I宝各葡瀦幣100円高

5双以上3カ月．3回分棚払のお坂扱b致します。

説明番整

発売 外林産
東京都千代田区六番町七森ホ

H

q

差 上げます。

産業株式会社
森林記念館内振響東攻17757番

－17－
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半架線としての

鬼泪式架線型式について林甫
§1．着想のあらまし

戦滋を空中に司鼬る動く林逝としての架線迩材は，日
を適って盛んになりつつある。しかし，尉閉林業ではそ

の$蝶分遼がきわめて少いだけIこ，随時随所挺診動し架

設し縛るような簡便さを慈要とする釈である。たとえい

かに鰭率はよいとしても濃動性の少いものでは．利用さ

れる可能性がなくなることはいうまでもない。まして

W.R.を架髄するような場所の多くは地勢険阻であるだ

けに’1本でもW.R・の少い型式力珊待される。このよ

うな嬰錆と自らの開伐材の葉運材を機械化し，能率化す

るため林業試駄場の協力を得て，設計したのが以下紹介

する架線型式である。

§2・型式の説明

蕊襖線’複軌.循還式では，空叢器の裁込台への逆

送は主索に類する副索によってなされる。蝋泪式ではこ

の珊索を織避して，曳索そのものえ空鍛器をクリップ締

めして送り返えすのである。もちろんこの甥合椴器が正

榊の位漣ではなく，転位するのである。〈鋪1．2図，

写典参照｡）
土

Q 印‘ 、
罰

図－1錯裁式

主

，’

図－2鬼泪式

この型式は加藤識平先生の半架線の分類iこ入るものと

思われる。このように猿器のかけ方を工夫した結果，副
楽をも省銘することが出来，新しい型として鬼泪式が生

れたのである。

§3．実施例

この麺式による集運材は昭和29年10月以来実施し
すでに1万余石の集材を行ったのであるが，その実施例

について若干あげて参考に供したい。

（1）資材費はW､R_だけで28～30%が一般的な循避
式に比べて節約出来る。

（2）多径間運送式も麦障なく実行することが出来る。
（3）若干の実施例をあげれば次表のとおりである。

醗者・蝿趣11営林癖濫斎

－

逆送される空撤器

~～-蕃幕！’2131伽考種別一

型式|“毫薊7罰一一
選間(m)163m…|180m1平均塾lnl

平蒻~珂騨’1霧I!‘｡|1，．｜
架設盤(m当)|78135421平均“･
搬出費(寂当》|541361'4IsI"'is.'0

忍諒|灘謡瀧靴鶚野2‘?鮒

361

§4．架設上の留意点

（1）曳索の太さは識亜主索の1/2とされているが，こ

の場合は空銀器の撒重は僅かではあるが．この悲池より

一階太L､ものを用いる方がよいと思われる。

（2）多鮒Ⅲ巡送式の場合は副索こよるときよりも曳索

の剛冊が激しいから．ともすると中側支持鋤[を脱する

ことがあ端から露車は曳索の軟逆に正しく殻側しなくて
ばならな､．。

③空掘器に附属するチェーン，チャック，戸一プ等

の掛け方を正しく一定しないと，露rの通過を困難にす
る｡

以上のような謎意は必要であるとしてもこの架設は簡

単で，しかも喪価であるだけに広く細介して大方の参考
に供したい。

§6．あとがき

濁級の進歩では巻田式可撰吊掲武が数蝋勝っては､､る
が，鬼泪式は200～|300kgの調ｵ･の搬出＊対象とする

点前譜とは異って居る。このような型式は加職先生のお
話によればLasso-cableが，この部顕に風しているとの

副Fであるけれども，実視の機会がないのは喪念である。

以上紹介したのは型式のあら震しに過ぎず要点を得な
い憾があるのと思われるが．街溶赦頂きたい。

－18－
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密閉式製炭方法

測定温度型式①

(測定溺所黙内底部より5cm上部）
500．C搾状温庇計

時間

60分

70

80

90

96

温 度

調OoC

250

280

400

400加熱終r
日

時間

開始

10分

20

30

40

50

温度

25｡C

50

lm

150

170

180

｜迫田福馬
わが国の木炭の製法は山元におもて炭窯を築いて製炭

しているが収炭率が照炭15～20％・白炭9～13％(炭

化率撫炭15～23％，白炭10～17%)を示して､､る。

製炭歩止りの向上を図ることは木材喪源の高度利用上

から,また生産喪の低減を図る上から必須要件であるが，

現在の炭熊ば種類も多く長年月にわたる研究と努力の結

果その製炭技術朧峰とんど完成の域に達しても､ると宵え

るので，これらの側題を解決するため淀は現在の炭撫で

は困雌である。

この密閉式製炭方濁まこれらの問題を解決するための

資料を提供するものである。

この方法の要点は外稲から加熱する際生ずる熱灘，ガ

､翼登逵断し密閉して行う製炭方法で温鹿と圧力と木炭の

触諜作用を総合的に利扇した製炭方法である。

この方法の効果

1炭化率がこれ蓑での実醗結果によると40％であ

愚｡

薪を燃料とした溺合消し炭が10％である。

2．製炭時閥が短縮される。

排煙ロを設けた掲合と密閉した場合では密閉した堵合
が約三分の一ですむ。

3．燃料費が節約される。

擁鯉口を設けた弱合の約三分の一ですむ。

第1表排煙口を設けた場合と密閉した場合との職

測定温度と圧力型式②
(温度計バイメタル式60耗型500°C,圧力計70

粍型3M喫漂）
圧力

0ポンド

50

l00

180加熱終了
2”

時間

開始

10分

20

80

40

温涯

25｡C

150

釦0

270

4“

＝

考察

これ童での笑譲結果から判断すると，この方法による

製品は品質が上ものではな&､溌均一であることが特曼で

ある。今後この方法による製炭技術の改善により品質．

歩止りも向上するものと考えられる。

これまでの実敦は実験用小型圧力熊を使用したのであ

るが，この黙による基本的な方法が見つかれば，第二段
階として小規模な設伽で試作試験を行い，さらに大規椣

‘こ使用価値の性鐙駿を行し､，この方法の研究を完成さ

せたいと思う。

今後研究せんとする調目は

1．時間をかけて炭化を徐灸#こ行い媛後淀高温糖課する

こと。

12窯内を真空にすること。
曇

排煙口を認ﾅた溺合と密閉した場合との比較試験

3．触媒を使用すること。

4．蟻の櫛造の研究。

5無の櫛造腫応じて原材料の討電を澗査する

こと。

6．陶餓泥を知るため温艇と圧力の相互作用を

洲燕すること。

7．燃料の研究。

8．餌菰別試験。

|40145.41｣s0o

域
哩
胤

式

を磯

型 木炭

g
一

187． ｜‘“鱈』』213.ア
ー－ー

'15。’‘’18..'30

を
く

胤
設

５

1

密驫る3751"。
樹種しらかし小丸材3cm×10cm位
炭材水分12％

収炭率の低L､のは詰込炭材斌の少い関係で
この装澄は約18759の犠賦を持って、･る
のでこの審量を全部満す場合は収炭率ば①

の鴇合が14％.②の場合が26.6％となる。
窯の規模を大きくした場合脚上率,燃料，
加熱瀞間に及ぼす鍔嫁今後の研究にまた
なければならない。

◆
●
■

１
２
３

輯

4．

筆者・宮崎市瓢迫町2－14元満洲国技宮
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廸田：密閉式亜炭方法

実験用小型圧力窯の構造

1．高圧に耐えるため窯の形織蝿とした。

内径250mm

2.気密に蓋の密着を図るため蓋はネヂで締めさらにボ

ルトで押えた。

3．堅牢と頑強にするため厚さ10mm｡の鉄板を鍛造し

た。

4.測鐙用圧力計fo粍型珊藤)と“計(パイ＊
ダル式60W500｡C)を寂付けた。

図面の略解

第1図正面図

第2図断面図

第3図平面図

]・熊の胴体7．

2．窯の蓋8．

3．パンド9．

4．ポルト10.

5．蝶番11．

6．ノ、ンドル

温庇計

圧力計

排煙ロ

ネヂ

パツキング

《
》

鋪1図正面鯉 第2図断面図
因
△

グ
ジ
、
ｌ
ノ
ブ
、
Ｉ
ノ
ー
、
ｌ
ノ
ブ
、
Ｉ
ノ
ブ
、
１
Ｊ
、
夕
、
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ノ
シ
、
ｌ
ノ
シ
、
Ｉ
ノ
ン
、
１
Ｊ
シ
、

〆
、
ダ
日
日
Ⅱ
ｕ
、
〆
、
〆
８
口
９
８
』
〆
、
〆
０
，
０
６
、
夕
、
〃
口
■
■
Ⅱ
、
ク
心
Ｊ
１
Ⅱ
■
、
ご
凸
’
ｒ
８
日
Ｉ
、
戸
、
ｆ
０
８
０
、
〆
、
〃
ｎ
日
日
日
、
戸
、
夕
日
日
日
日
、
〆
、

林 業手帳のアンケートについて
●

1959年版林業手綴を細無するための参考資料として，利用者各位からアンケートを求めて訓遊致し室し
たところ，いろいろ大変有益な示唆を禅堂した。御回答下さった方士に深謝申上ます。
●手授の形について雑多な要望がありましたが，大多数は現状で､､いということで，このままの大きさに
し室した。

。蒙識の色は山で落した謁合見付け侭くいとも､う理由から今まで特#こグリーンを麹ﾅて明るし､鐸を使っ
ていましたが，非附に要望が多かったのでグリーンにしました。

●白紙の頁が少いというｦ蝉も多いのですが，附録の頁数が多いためにこれ以上卿職を増やすことは装禎
上困難なので遺憾ながら此の税腱で我慢して頂くほかありままん。

○統計資料の単位をメートル法にすることについては極力換算してこれを実行しました。しかし統計にk
ってば換算できないものもあるのでそれば御髄承願も,ます･

○林業技術賞料につb,ても出来得る限り回答者の御要望に広く添い得為よう努めた談りです。
○表綱まレザーの方力域二夫だと思って今主でこれを固執し童したが，その要望も多くばじめてビニールに
して見主した。貼付けには露を尽した筈ですがちょっと心配です。
野主これを使う人の身になって内容や体裁を良くして行くこと。今回に限らず,御要望があればどうか細
かし､ことでも御一報下さるようお願します。（綱集室から）

-20-
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一

公

十勝における

荒廃と治

日高山脈の
中

山事業
一口｡■画一ロ－

近 嵐弘栄

1．はじめに

日高山脈は，大雪山の南，狩職骨より,600～1,000m

前後の山なから，南下するに従って1,700～1,900mを

こえるようになり，また次鋪iこ低く,1,000m前後とな

って，襟裳岬附近で太平洋に姿を消している。この間約

140kmである。この山脈の両側は日高国，東側は十勝

国である。水源地の森林はほとんど国有林で，おのおの

札幌営林局と幣広営林局で笹轄している。以下山脈の東

側を十勝日商ということにしよう。十勝日高は今，はな

はだしく荒廃してし､るのであるが，この荒廃はごく最近

のもので，従って治山邪業を手がけてから，まだ日も浅

く・調喪資料も不充分であるが，錨の意見を記し，批

判を乞うものである。

2．荒廃の経過

裏日商地区から流れ出る主要な河川は，北から-I･,勝ﾉ11

の支流である美生川,戸聴別川,札内川.の3河川.それ

に日方川,壁似宗霊可幸一ー
川，野塚ﾉII等が．γ

雲霧識澱霜､ゞあり，この地区H

}こは昭和22年
へ 兄■

に米軍の鎧影し！罐a‐雪司．
L･

た航空写真と，

昭和30,31年

に林野庁で擬影

した航空写其と

がある，昭和22

年の鋺空写爽で

熟ると，ほとん

ど"l壊地は象ら

れない。ただ述

年の雪崩跡とゑ

られる無立木状
写真NO.3

の草生地がある 崩壊地の一例
だけであり‘川札内川国有林内162林班

鯛も現在よりず （6の沢奥部）

つとせま↓､。昭和25～26年風，経営案の細成にあたっ

た関係者の話からしても,22年当時とあまり差はなかっ

たといわれている。それが27年の十勝洲地震，29年の

15号台風，それに30年7月の豪雨等を経て．俄然琳傭

ほ一蕊した。昭和30年，31年撮影の航

写真No.1写真No．2

航空写其昭和22年10月撮影航空戦其昭和31年10月撮影

蝋鰡'7，“=ｲｶｸｼﾕﾅﾂﾅｲ 同左

昭和22年から30年室での間にこの地区でf率ば行われていな､､。
昭和22年以前にも侭とんど伐採はされたことがない。

鱈皇'慨，蝿鯉》"'5）繍会'棚珊4鮒鴨）

空写真により，裏日商地区全体を眺め

て承ると，水源の森林内にいたるとこ

ろ大小無数の崩壊地が発生しているの

が承られ，そのうちでも，特に荒廃の

はなはだしいの健.戸蔦別川,札内川，

日方川．の上流地区であ愚。常広鴬林

局の測究によれば．札内川洗域で約

500haの崩壊地があり．関係する森林

の面談に対する率，すなわち荒廃係数

は3％､戸駕別川で肱,崩壊地20011a,

荒廃係数2％である。日方川，美生川

その他を合わぜて十勝日高全体では数

千haの朋壌地があり．崩壊による堆

稜土砂は，数千万InUにのぼる＄のと

推定される』先に述べた地震．風．豪

雨等のうち，現存する崩壊地の発生に

面接の勤機となったのは，30年7月

の豪雨であった。雨離その他の記録は

後漣述べるが．この豪雨に際して，特

に被害の大きかったのは札内川で，上

流国有林の出口に，地元中札内村で農

村電化計諏に基いて設けた.高さ20m

の水路式発電ダムが，この洪水に伴う筆者・蛎広雀林局鰹黄認造林課

一一‐21‐－－－
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近胤：十勝における日高山脈の荒廃と治山尊灘
－－

3．荒廃の諸因

荒廃の原因と一口にL､っても，それ腱関係する因子

は,素因．鰐因零噸に多く，従って判然たる結論を出
すことば困離であるが次の諸因について考えて象よう。

i)地形

日商山脈の形成は，地面斜から醗起によって出来たも

のといわれ・特徴ある地賀獅登をもって､,る。侵蝕獅回

の開析時点ば,大酪澗壮年期的であり，分水嶺は鋭い鋸
歯状をなしてし、るが，各々 細い譲上に発遼し．しかも，

21000mに近い山胸こは，カール地形がいくつか残され

ている。

崩壊の最も起りやすい地形は，淌壮年期といわれる

が，裏日高地区についてもこれは骸当するものと考えら
れる。崩壊と地形との関係を知るため，札内川流域と戸

蔦別川流域について，おのおのの主要な沢をえらび，各

沢の簸商標高から，定麓の半径を有する円をえがき，お

のおのの円周上腫おける最低標高を拾って，地形の生長

曲線を描いた結果は,節1.2図のごとくなった。崩壊し

やすいのば，現在もつとも侵蝕の激しいところで，この

図で象ると‘河床勾配の急変している沢の中部，または

奥部であると考えてさしつかえない30年，31年の銃空

写爽Nb.4
札内川国有称154，175林班

30年7月の洪水で埋没し機能を停止した発電ダム
（〆上の貯水池侭土砂で完全に埋っている）

流出土砂により埋没し水路は破壊され．発電穏能を際止
してしまった｡このダムの集水面積は約130km含．推定

潅蹟土砂量は70m目であったが，考え方によってば大き

な砂防ダムとしての作用をなし．土石流から下流を護っ

たとも象ることが出来る。

崩壊土砂と混じた洗木は大量に下洸へ押出し，川の各

《
》

●
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写其N0．5
札内川剛有林170林班

ゴイカクシュサツナイ沢の小支，一の沢の
入口に堆識している流木の山
30年7月の砂域によって出来た

（このようなものが沢の各所iこ無数に存在する）

所で堰止を行し､，下洗にかかる数十本の橘梁を破壊
また朧洗失し，洪水により．道路，堤防，人家，群

地の冠水被害も莫大であった。この雨にakり日高，

十勝．岡地区の被郵主教10億円といわれている。

日商山脈は地形急峻なところから，河I附鍾の増減

の激しいことは．もともとよく知られたところでそ

れに伴う被害もかなりあったが‘菰左な辨情から､

それほど関心をもたれなかった。

30年7月の水害は，その被害の悲大さと相まっ

て，治山治水につ↓､ての總雛を新らたにさせる契槻
となったといえる。

求乎塵鳳

沖2団戸蔵荊川溌域轤形生畏曲憩

麺

函

皿

麺

恨
晶､ ’国荊林－1
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近嵐:-i僻における目高山脈の荒廃と治山事業
一

称相は緑ぼ似かよったものであるが,例を札内川と戸蔦
別川にとって悪ると，標商700m以下朧，ミズナラ，シ
ナノキ●カッラ，ハルニレ蝉に,エゾマツ，トドマッ（時

にゴヨウマツ）を混えた針広溌交林力津で，部分的にエ
ゾマツ．hドマッの針蕊樹林が承られる。林床はクマイ

ザザ･が多く・急斜地は，章本群落のところもある。

"700m以上は，荻.ケカパと針索樹の混交林とな

る。崩壊地の発達するのは300m～1,000m附近までで
あるが，拶砿差その他による林相の変化によって，崩壊
発生の類度に雷ま承られなL、。なお北斜面の急斜地に多
く諺垂する草生地は，迦Fの霊崩によりできた祷な植
生であり注目に値する。

伐採が綱蠅壊をもたらした例ば少なくないが，札内
川，戸蔦別川の両洗域でば,古くから伐採の行われて､、
る下流部腱は崩壊の発生朧承られず,むしろ奥地の原始
林地帯に無中していること，ならびにこの流域以外につ
いても，ほぼ同様な現象がぷられることからして，伐採
はさして亜要な因子ではないものと承てさしつかえな

い。の承ならず●30年7月の洪水に際しては,､崩壊土砂

とともに瀧出した瀧水が，被害を一職噌加せしめたこと

からしても，森林の治水機能の限界を上廻る，雨量につ

L､ては，むしろ森林の存在が被害の増大をもたらすこと

iこさえなると考えられる。

iv)気象

裏日商の河川で洪水の起るのは春の融雪と，夏秋の間
にある豪雨とによるものである。奥地国有林につり､ての
気象観測の記録は少ないが’昭寂31年度，ならびに

32年度の裕広営林局札内川事業所の春より秋へかけて
の観測肥峰によると，股も諏要な因子である降水量につ
いては，気団の移動に関係した半日ないし1日のずれは

あるが．通算して裕広測候所の擬測数値とほぼひとしい

かやや上回る程度であることがわかって↓､ろ。

‘質別崩壊地面秋32年7月

写真を承ると．この勾配の忽変部分に崩峨地が集中して

おり．地形と崩壊との密接な相互関係を蕊昨している。

Ii)地質

日商山Ⅲ雛,花崗岩,斑柵岩,混成岩等の深成岩類が
中核となり．周辺には片麻岩，ホルンフェルス等一連の
変成岩があり，さらに基盤であった日商臓群が承られ
る。平野部ではおおむね新生代の堆叡で河川郷､には沖
叡層と洪戯闇の段立屑群からなつし､る。

札内川洗域と，戸蔦別）l硫域の国有林につも､て，地質
別崩壊面段を計算したところ第1表のごとくなった。
札内）I職域ではホルンブエルス地帯の崩竣が最も著し

く、選入片麻岩地裕，混成鐸世帯，日商脚地帯の順にな
ってL･ることがわかる｡

ホルンブニルス地諦ま，日高造山運動に伴う．諸作用

を最も強くうけた部分であり，各地に破砕婚もあり，刷
壊が薯いことは当然予想されるとこみである。日商胸
のごとく古い地質のところは．往六にして・大崩壊が発

達するところがあるが，ここでば下流部に位し‘侵蝕力錐
畢，平坦化しているため．崩壊健割合少ないと考えてよ

かろう｡

戸蔦別川洗域でば，大部分が斑糖岩地幣であるが，斑
樹岩は粗粒堅質であって，特に風化しやすい岩石ではな
いが．相当な変成作用もうけており，風化しやすい鉱物
成分を多獄に含む部分もあり，節理も発途して↓､るた
め，前述の地形，ならびiこ後述する土壌の柵成要素と相
きって，崩壊を容易ならしめたと思われる美生川と日

方ﾉl似南をも併せて考えると，崩壊緯ホルンフニルス地
帯に最も多く，次",で隣接する変成岩地帯に集中的に発
達していることがわかる。

iii)森林と植生

森林の状況ならびにその取扱L,と山地ｿ撒篭とは密凄ド
可分の関係にあることぱいう堂でもない。裏日高地区の

一

玉
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近嵐：十勝における日高山脈の荒廃と治山剛蝶一＝－一一一一-

鋪2表雨量及び気温 鯖広測候所昭和25～30年の平均） 壊斜面の方

向性など．

一連の聯笑

によって．

十勝日商の

荒廃の原因

諏愈、2'1｜，｜，｜』 ｜”|・9110111

1，発‘筆‘割,綴
15.

147．

７

1-.::;|一息:’
-10.

41.

4．2

62．31

’
４

平均気温

平均降水量’
18．

100．

補広測候所の記録では第2表のとおりである°これに
よれば，昭和25年～30年の5ケ年間の平均降水錨ま約
950mm程庇で，籔雨地諾に腕するが，山間部は冬掴の
積雪量の大なることと考え合わせて1,200mm～1,300

mmにのぽるものと鐙壼される。月別降水鉦でば7月，

8月，9月に雨が多く，洪水の被識藍この3ケ月間に集
中するのが轍である。

春季の融雪水はかなりの洪水を起すが，山腹に雪を残
している関係もあり，水の懸濁は起らず土砂洗送の害娃
少ないようである。

30年7月の蕊洞は雨竜川，天塩川．日商山脈を誇怠
地裕に降雨の中心があり，帯広測候所の気象記録によれ
ば．地形悩濠雨の代表的なものであった二幣広では3，4
日合わせて,40mmにすぎないのに,山間部では200mm

から所漣よっては400mmをこえているものと推定さ
れている。この豪雨のための被害は前に記したが，元来
200mm程度の連紐降雨量は過去におし､てもなかったわ
けではなく，帯広測候所の昭和21年から昭和30年に
いたる10年間の記録をゑても，23年8月止1日の最大
日雨量161mmを墳奇に，昭和30年7月3,4日の連
統雨量40mmをこえるものだけでも26回もあり,1
年に2～3回は必らず記録されて､､る。山地の藤瀧は平
地とほもちろん異なるであろうが，少なくとも30年7
月3～4日の蔵誕位のもの朧必らずあったものと思われ

るそれがこの柵合だけ特iこ被害の箸しかったのは．集中
的に降雨があったこと，ならびに台風その他により崩壊
の原圃臓]が識されていたと象てよ↓､であろう。

ここにもうひとつ興味があるのは‘崩舞也の発生して
↓､る余緬の方向が，ほぼ南斜面に限られてl,,るというこ
とである。これは15号台風のときの裕広測候所の最大
風力の方向とは-致しないが，この斜面に風倒木が多い
ことを詮ても，風の影響の大きL,ことも考えられる。も

ともと十鯵日商一識淡，地形の関係から．平地に比し非
稚に風の強いところで膳に鐡風に見舞われるのである
が，風倒木が大最に発生した例はなかった。これを蝋て
も15号台風は余程強い風であったらしい。

しかし風倒木のあるところ必ら寸漉壊していると↓､う
ようなことはない。

風倒木の発生と土壌のゆるぷ．それに続く豪雨崩

の鍵を見つけ出すことも，できな↓､ことはなも､であろ
う。

さらに雪崩のことを見逃すことも出来ない｡瀧或の各
所に融られる草生地は，連年の雪崩により出来たもので

あるが，その他のところでも，隈系のゆる承により雪圧

の支録力が減少したとき，雪崩により棄土の崩落が起る

ことが予想され為。3月末から4l月の初めにかけての雪

崩により、箆季の降雨では起らなかった崩壊が各所で発
生しても､ることも見逃せない事実である。

v)地雲

鐙近記録されている地震として朧27年3月4日の十
勝沖地麗がある。地霞によって大規模な山崩力溌生した

例としては，関東大鰹災による丹沢山の崩壊などある

が，裏日高については．地震に際して朋壊の発生は熟ら

れなかった。従って，いかなる程度の影響があったのか

ば不明である。

iv)土壌

土簸は裏日高地区の森称庭ついては,ほぼ似た柵成を
もって､､るが，何れも華岩の上に火山灰厨があり，厚さ
は所によって異なるが，約15～30cm程度で，森林植

《
一

｡

生の根系ば，大

部分がこの火山

灰に榎ざして↓、

ろ。基岩の郷上

による土壌は総

とんど厳いくら

いで，捉系朧側

方へ発達してし、

る。特に各渓床

にのぞんで存在

する急斜面は，

風化物の流出が

著しいため，か

かる領向が強

､,ロ

・火山灰は，租

粒ないし細粒

で，非膳に洗亡

しやすb,もので

曇

写冥NO．6

崩壊地の一例
戸蔦別川国布林内林班
（ピリカペタン沢）
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あり，表面の械生が何かの原因で失われたならば，たち

まちに基岩が露出する機な状態にあるP

4．考察

以上により地形,地黄，気象，森林植生,土壌等につ

いて検討してぷても，山地荒廃の磯総は謹雑であり．こ

こに掲げた因子が，それぞれいかなる程度に影響してし、

るのか催不明であって，劃一的な判定を下すことはでき

ないが．この溺合ほぼ以下のように考えてよいのではな

いだろうか。すなわち．当地域の荒廃の直接の動磯は

29年の15号台風と，それに秘く30年7月の豪雨で

あったが．風倒木の発生したところが必らず崩壊してい

るわけでもなく，堂た豪雨といってもそれほど稀有のも

のでもないことから，これらの因子はそれほど強いもの

で健なく‘むしろ地形的典因が強く働いており．考え方

によっては大きな侵蝕輪廻の一部をなすものであって，

地震，一般的鉦象作用，森林植生の老化等によって数

10年にわたh崩壊の畷鋤力が識(され，ある契機によ

って崩壊した。その位慨による地形，地質，気象，その
他の条件の鐵穐,崩壊の状態や，頻庇に差を生ぜしめた

だけに過ぎなし,のではないか。

こうしてぶると十勝日商の荒廃には小出博氏の山崩の

免疫性という考え方が導入できるように思われる。この
崩壊朧必然的に起ったものであろうが，一旦超つた以上

は．今後数10年あるいは数百年にわたり安定力鵯られ

るべく今後の対錐を椣肘する溺合の前提としては，重要

であると思われる。

5．今後の対策

対策について，錐老は次の項目にして考える。

i)下洗域の実補

ii)十勝の発展と水

iii)工法の選択

iv)礎住の対錐と，今後のあり方

十勝地方は開発の膳史も浅く，産業は鋒林業を基幹と
し．従って人口密庇も低く，全国的淀も低位に位してし、

る。農林業のうちでは農梁が耀済の中心で，雑殻生産が
主となっており，豆蛎ジヤガ芋，ピー1,．変類が多く
特に豆頬は逝内の大半を生遊し，亜朧ビート等は全国
生産量の40％を占めて↓､る。ここに注目すべきことは

農業が峰とんど畑作であり，水田がごく少ないことであ

る。、､いかえれば川水の利用が農業にあ室り関係ないと

いうことで．この点，治水問題を考えるに.ついても，水

田を中心とした農業地裕とは，かなり異なった状況にあ
るといいうるであろう。

十勝日商地区から流れ出る河川は．過去よりくりかえ

して洪水を起し，広い十勝扇狭堆稜地を作り，そこに肥

沃な農業地播を作った。その堆劉地に根ざした愛業は．

童た必然的iこ洪水に見舞われる宿命を担ってb,るともし・

えよう。しかしながら，現在我が鰯は狭い国土を充分活

用し，過剰な人口を収容せねぱなら厳いのであり，自然

のなすがま叢に放置することは許されない。

将来の我が国の諸産業iこついて考えるとき，エネルギ

ー源については，原子力エネルギーが遂次実用化さ乳，

莫大な需要に対しても充分柿袷しうる見込はあると思わ

れる。エネルギー源に次いで，産業を規制する大きな因

子は水である。近代工業は良鷺な水を多量に要求する。

工業用水の墜得をめぐってふるくからの水田瀧慨用水の

水利慣行とのふれあい，あるいば，地下水過剰汲上によ

る地盤沈下の問題，用水価格の勝批等により，非附に苦

労してb,る例は，すでに我が岡にも熟られるところであ

る。当然安い豊富な水が縛られるところに工梨が進出す

ることが考えられる。

十勝地方は現在畑作農業が主体を占めて､,るが．これ

とて近い将来原子エネルギーを利用した鋤馴的な農業形

態の普及も予想されるし，そうすれば童た‘水の需要も

増大するであろう。こうして染ても，現在水の需要をあ

まり強く感じな↓､室ま，その制御を等閑にすることは許

されないと思われる。

現在国有林内に発生している崩践地は，今後拡大する

見込ほあ室りな↓､ということは前節で述べたが，かかる

仮定のもとで次に問題権なるの腱,崩壊山腹をいか腱す

るか，あるいは，そこから生産され堆鼓してL,る土砂を

いかにするかと､､うことである。土砂が洗われ，垂岩の

露出した山腹について，山腹工ｿ#を行うのは現段階では

あまり意味がないであろうから．むしろ堆溌土砂の処侭

を最初に考えるべきではなかろうか，これを放磁すれば

遂年流出し，洪水時には土石洗の発生も予想され，もと

もと扇状地を洗れる川朧，河床の増間とともに，氾濫す

るようになることは予想に難くなし､。もちろん河川には

河床高維持のためある軽度の流下土砂が必興で，これが

ないと河岸の決壊が起ったりして逆に被f蝿秘るので，

その許容流砂量を調迩しi掛寺する必要もある。

このようなことから，さしあたっては，各河川水源地

につ､､て，大規模な貯砂用の砂防轆堤を計画的に殻け．

貯砂機能と流砂量調節磯能とにより，洪水時の洗砂斌が

許容流砂量になるべく接近するよう努力すべきであり，

これが治水計画の最初の段階であ為と恩わむる。

洗出土砂の制御が行われれば，次に流水錐の制御の段

階であるが，これは山地で朧洪水調節堰堤もよいであろ

うし，蓑た，貯水池，遊水池等も考えられる。平地では

築堤その他一段的河ﾉII工法の推進が考えられ，まだ多少
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近嵐w十勝におけ為日商山脈の荒廃と治山剖蝶

ほ，何分にも富だ充分な資料もないので今後遂次費料を

集め検肘すぁ必要がある。

最後にこの稲を起すにあたって，いろいろ御指導･御

協力を頂いた帯Ⅸ営林局，辻計画剛長,牧野技官･渡辺

技官,寺田造林課長,志賀技官に謝意を表す為ものであ

る。
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とも土地に余裕のある当地方にかかる工法を採用してい

くことは，さして困難でないと思われる。

既往の対策を蕊ると昭和30年の水害直後,札内川，

美生川，戸蔦別川につ､､て北海道帯広土木事業所で緊急

砂防工事として各一基ずつ堰堤工嘩を行ったが，その後

継統工部はなく，昭和31年度より国有林内に裕広営林

局で堰堤工事を行って､､るの験である。

しかしながらその地区の国有林ば先に述べたごとく蓄

稜も少なく，開発には多大な経費を要し、林業経営上有

利な森林ではない。現在のごとく大規模な治山凍業を行

うときは，経営面に全くの赤字を意味するものである。

であるから国有林野懲り会計導諜によって．さらに大規

模な下流保全的性梧の韓､治山事業を網棚限に推進する

ということには一考を要すると思われるあく蓑でも林

地の保全を主体とした治山叫諜に亟点をおくべきではな

し､であろうか。十勝日高の治山事業は,-l･･勝あるいは

北海道綜合開発計画と結びつけて，保全対象の珪済的価

値，下流部の今後の発展性等を考慰して．大局的な立場

で推し進めらるべきである。

6．結び

十勝日高の治山事業について，思うことを記した次第

であるが，治山と、､い，治水といい，酎諜を行う主体は

異なっても，終局の目的は人類の幸福にある。

この稿では十勝日商の承に問題をしぼってしさった

が，西側の日高支庁管内の荒廃もｦ齢にはなはだしL,こ

とば事実であり，両者9麓て検討すれば．またおのずか

ら異なった結論も導かれるものと思われる。この問題

《
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二
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このことは，特用樹によって生産される大部分のもの

が，国内生産が催かで、もっぱら外同からの輸入に依存

しても､るためであろう。

つぎに科学の進歩は，需要の面でもヤ‘ちじるしくこの

方面の用途をせばめつつあ愚。そのため特用樹からとら

れ為製品の必要度は慨ずろ一方で，文字どおり斜陽樹種

であるといえよう。

こうしたことから今後は,価格の決定性のあるもの

で，将来一肘需要のふえるものであること力窪蓑しい・

かかる見地から考えた場合，戦削の2倍量が消喪さ

れ，今後雄点需要力鋤加するであろうといわれ，しかも
外国からの輸入にも困雌な問題をかかえてし､る木材を対
象としたものが，最も安全確実なように考えられる。

従来の《錦樹と称するもののなかで.木材を対象とし
たキリが．比較的植栽面裁がふえ普及していることは，

この到穰を裏書きしているものと思われる．もちろん木
材としてひとつの商品である以上,価絡に変動のあるこ
とば当然であるが，これまでの木材以外の生産を主目的
とする樹秘に比し，変動の波がj､さくて安定性があるよ
うに率られる。

2.）農業に役立つ樹穂

第2に考えられることは，従来からの奨励は，あま‘り
にも謡一的であって．主体となってし,る農柔とのIM連を
考慮しなかった領向が，読昔から強く指摘されている。
特用樹が零細な山林所有者を対象としたことは当然と
しても．その農家の水田・畑地などの癖誰副莫に応じた

菅及対策がとられず．一率にこの樹種が有利であるから
といった方式で行われてきた。

最近経営方面の研究が砿んになるにつれ，同じ醐農で
も，水田酪農とか，畑作酪農鐸営鍵ﾃ式にマッチした方
法が実施されようとしている。林業の場合もいろんな実
態分析が行われ，漸次明らかにされているが，今後朧経
営ｦ琢鴬に合致した技術が確立されていくであろう。その
場合零細所存者の大部分が農業との兼業であるから，た
だ単に木材を生産するというの承でなく，穀作農業にな
んらかのかた･らでプラ〆になる樹額が望ましし｡。こうし
た燭種があれば，経済的には若干不利であっても，その
後の農業経営に役立つとし､うところから謹更の可臘生力x
あるように考える。

3.）研究の裏付のあ霜もの

研究の裂付のあることは，何も農用林に限られること
でなく，あらゆる"業に必要な点であるが，あえてこの

項目をあげた理由朧，これまであまりにも単なる思いつ
きといったものが，とりあげられてきた傾向があったか
らである。

農用林の大切なこと朧，多くの人によって叫ばれ農
、密．林の一体鑓営とか，観念的には､､われているが,

と
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’ 千葉春美

はじ必に

農用林といえば農業鶴営に面接・間接に役立つ獺ﾅの
総称である。したがって，そのなかにはいろいろな樹菰
なり，名称の林が含まれてv､る。傘者はこれを蝋純な樹
菰にする考えは毛頭ないが，少なくともバックボーンと
なる樹種があったなら．現在の山林所有岩の大部分をし

めてb,る零綱なu儲ちに対し，もつと弾力のある施策が
とられるように感ずる。

戦後鋳用樹が零細農家を対象として，奨励されたこと
は衆知のとおりであるが，数年前から農民の自主的な意
欲が主体となって，実施されてL,る新農村述殺酢業で
も，あまり人気がない現状である。

この原因ば↓･ろいろ考えられるが，要するに農家経営
なるものにあまりプラスにならないためなのであろう。

このことについて関係者は，深く反省する必要がある

ものと思う。筆考もこの方面の研究員の1人として，数
年来検箭を加え，瀝街してきたのであるが，その鋳采最
近では幾用林樹郡として．ハンノキ類がよ↓､ものと考え
研究を行っている。

以下ハンノキ類をとりあげたイキサツならびに現況を

報告し，各位の卒直な御教導と御批判をあおく・しだ､､で
あぉ。

農用林とLてそなうべき要件

先ず最初に今後農用林として，いかなる条件を具備し
たものが適しているかにつ､､て述べて象る･

1.）価絡の幽肋が少なく，今織蒋要の多いもの
これまで特用樹が思うように苦及しなかった理由のひ
とつとして，価淵があ主り糎も変Ⅲiが多いことがあげら
れてし､る。一例としてウルシをあげあと，一時25,000
円したものが，2，3年を経ずして7,000円になるとい

ったごとくである。

このため折角植栽しても，傑育に消極的になるとか，

どうやら箇遜しても収謹期に入る頃には，価機が暴落し
て2足3文程処分するとか．はなはだしいの腱なると売
先に困るといった例なともあった。

ー

0

垂
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千葉：農用林木としてとりあげたいハンノキ
一一

具体的にはこれぞというものがぶつからな､､。またこの

方面の研究業績も誠にさびし↓､ものである．

これ富で特用樹といっても，いろ(､ろな樹菰がとりあ

げられ,宜伝されて健，消えるといったことが繰返えさ

れている。この方面で盛った発表があると，ややもすれ

ば行政官のスタンドプレーに利用され，はなやかにデビ
ューするが，肝心の研究が併行しないため，たち蓑ち壁

につきあたってしまう。その結果はいわゆる趣蛇尾に

終ってb､るのが通例であ為。したがって今後ひとつのも

のを農家のために奨励する場合，その施策が，どの地帯
でどのような階層に，どんな方式で造成し、その利用方

法をどうナるか，といった一連の科学的・趣識的な研究

が，先行もしくは併行しなければならないと考える。研

究のともなわない思いつきの政策は．賞震な国費を浪費
するだけでなく，農家に大きな損害を与える結果となる

ことを，過去の例から深く路記ずる必要がある。

以上は鉱若なりの考えであげた，今後の農用林樹菰と
してのそたうべき要件であるが，視野を変えたなら別な

こともあるかと思う。

ハンノキをあげた理由

1）古くから農家に親しまれ、成長がよいこと。

､､言まで述べてきた塞本的な考え方のなかで，特に農

業との関連で古くから我が国で行われてbる樹菰につい
て，検討して象るとハンノキがあることに気付くのであ
る。

先ず現在の水田地辮魚，昔健大部分ヤチハンノキ林で
あったものが，開拓が池むにつれ漸次水田となったもの

であるといわれ為。このことは現在東北・北海滋などの

平坦な湿地帝にその面影がゑられることからもうなずけ

る。またこのハンノキを欲随極的に利用している例とし

て，水田付近に植付け．稲掛け用の枕の代用にしてし､る
ところも難られる。

つぎに山III"方#こおいては切替畑と称し，農作を行い

地力が消耗してくると，ヤマハンノキを植栽しその回復
を朧かり再び農作を行う実例などがある。

このようにハンノキは過去を基ても．農業と密接なつ

ながりのある樹穂であることがわ力､る。

これらハンノキが，これ堂であ主り材として利用価値

がなかった関係から．しだいに減少の一途をたどり．林
業上から臆砂防閏種として認められていた程度である。

しかるに聡近木材を原料とする化学工梁の進歩は．ど

んな樹種でもよく，木材鐡源の逼迫朧成長の早いものが

喜ばれる時代となった。こうした時代の変化f主．従来
の造林樹菰に対し,急激な韓了を要求してきた。ユーカ

リや，ポプラが民間からとりあげられたことは，この間

の割F情を物語るものであろう。ハンノキは成長の点でど

うであろうか，弓玩にある少なL､資料で検耐して熱る

と，つぎのとおりである。

満鉄調査部細の「満州械物の寒地園芸的価値」は，ソ
述の元東支鉄逝愛河農聯試醗場長ア・デ・ヅィエイコ・ブ

氏の藷書を翻駅したものであるが，同霄中満州その他に
成育する数菰のハンノキをあげ，最も成長の早い喬木の
うちの一つであると述べている。

また本多造林学でも，成長すこぶる早く，適地には2
年にして3，4尺となり，それより数年間は毎年3．‘1尺

前後の成長をなすなどと．幼時の成長のさかんな樹菰で
あることを龍戦してある。こうしたことから成長の点で
もよい樹菰であることがわかる。

2.）地力改善に役立つこと。

根瘤の着生する肥料木と称するものは数多くあるが，
木材生産と，地力改善の見地から考えた場合，ハンノキ

はAクラスのものとなる。最近の外国における研究結果

でも，ハンノキは蓋科に劣らない窒素固定能力があるこ
とが立証されてb､る°

我が国でも古くから軸業上マツ・キリなどに混植さ

れ，主林木の､暖を促進した例が認介されて､．るほか．

採車地にこれら樹恵鰐木があった場合，なL､ところと比
較し約2倍の収最があることなど報ぜられて､､る。

錘者が特に農業にプラスになる樹種という点を強調し
た理由はここにある。

土地の生産力を高度に発抓するためには,土壌の化学

性と，物理性の改善が大切なことはいうまでもない。こ

のうちで化学性は金肥によって械給すればよ'､､が，物理

性の改善には有棲質の施与力殿も大事である。畑鰐胤作
地粥では水田地階とちがって，稲蕊のような効果のある
有機斑肥料を土壊に還元することが困難である。もちろ

ん災稗など催活用できるとしても，野菜や.煙草など農

家の現金収入となる作物には，ほとんど土疑にかえすこ

とができないものが多い。そのたあにもハンノキ林を作
って，豊富で分解の早い樹葉を土地に還元するとか，あ

るいは成育期M1中における細拠・根瘤などの新陳代謝に

よる有機質の捕給が，かなり物理性の改誹に効果を果す
ので，特に亜要な樹種であるものとし､えよう。

ただここで問題となるのは，最近農器具類が震械化す

る顔向にあることから，伐採跡の根株が耕作に支障をき
たすように思えるが突職君の術によると，ハンノキの根
は他に比し腐れ易く、直摂性でなし､のであ藍り苦になら
ないとのことである。

つぎに山間地幣の農家では，現金収入の逆として酪農
がとり入れられている。最近乳価の引下げ問題など趣

《
〕
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千葉』農用林木としてとりあげた､､ハンノキ

り．その経営の合理化をせまられ，いかにして安価な飼

料を生産ずあかに苦心している現伏である。こうした面

でも，過去の研究粟綴からハンノキの租林と，牧羊の組

合わせを行ったなら合理的な生産が可能のように考えら

れる。

また現在機械開墾などによって，開拓が進められても，

る青森県の上北地方や．北海道･岩手県の北部等の地裕

では，洲乍面積の測合に，働き手が少ない傾向にある。

そのためにどうしても手の届かぬ地域がでがちである。

そうした箇所にはひとまずハンノキの一斉林を作り，15

年前後で伐採し，地力の改善をはかり農作を行う方法も

考えられる。

その外にこれら新開拓地は，風が卿,とか，商冷地帯

である蝉気象条件がきわめて不良な箇所が多b,ので，是

非耕地防風・防冷林が必要である。これらを造成する樹

種として．ハンノキを用い5年毎に次公と場所を変え更

新し，15年内外で伐採するような方法をとったなら.農

作物の何％かの増収になるばかりでなく，最近農家自体

の現金麦出面でかなりのウーートをしめしてし､ろ燃材の

自給にも役立つことが考えられる。

このようにハンノキ植栽が直接・間接農家経営に及ぼ

す影醇は大欺るものがあるが．その根底をなす地力或善

を特記しなければならない。

以上ハンノキ侭，過去にかえりぶても，現況にてらし

ても，今後の農用林として好適な樹種であるものと思わ

れる。しかし一口にハンノキといっても，その数多く，

当然これ輩でのものに対し取捨選択を加えると同時に．

さらによいものを育成することが必要であることはb､ガ

蓑でもないが，いまとりあげるとすれ朧，青森県と岩手

県の一節で人工植栽が行われているコバノヤマハンノキ

（一名女ニカワハンノキ〕が最も推奨したい樹菰であ

る。

コバノヤマハンノキとは

筆春がこの樹種に特}こ注目しだしたのは，当鋤#属談

験林のキリ萠密箇所に肥耗木の目的で,1953年の春

ゴパノヤマハンノキとヤマハンノキの各2年生苗を1列

交互に械栽した成鏡によるものである。

維蔑当初手入として程の間作を3年行なったのであ

るが，”〈両樹穂に差が生じ4年目の成績が第1表（写

真1）のごとく，単木材積の比較でヤマハンノキの約3

倍の成畏をしめしたのである。

コパノヤマハンノキのﾀI形上の特徴は，ヤマハンノキ

に比し，名称のように梨は小型で毬果も小さいことなど
であるが，天然分布は北海道・尾瀬沼･-1-和田糊附近・

日光．上商地など中部以北の高冷地裕に象られる。特に

第1表コパノヤマハンノキの成長比較（林令4鋼

蔚壷－選且 ’胸高直径
c、

7．4

4．8。

農
鰯
‐
呵

高
ｍ
ｐ
９

樹
７
４

附考

池当り植栽本
数

600本

＝パノャマ少､ンノキ

ヤマノ、ンノキ ’

蕊
、

黙 擬‘､ グ

＝

鴬謝*鯉

ロ

壼蕊_み肩
P

第1図＝バハンとヤマハンの比較

（向って左コパハン，右ヤマハン）

人工植栽が行われているところは青森県の岩手県境附近

である。

同地方における造成法は．切替畑におこなうやり方

で，当初大豆や稗など数年側緋作を行い地力が衰えてく

ると．ヨパノヤマハンノキを植付け，15～20年の短伐期

で再び農作を実施するのである。このようにして造成さ

れた林分の一例は写真2のごとくで，樹令・本数の異な

る林分の材讃は鋪2表のとおり，すばらしい成長をしめ

している。

この原因は何であろうか。
昼

鋪2図樹令13年の林相
（第2表のB林分）
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千紫：農淵林木としてとりあげた､､ハンノキ

この間背森県林業技術耕及協会長盛田達三氏の熱心な

P･R活動もさることながら，岩手県林務当局の英断と

努力により，同県を中心にその他全国に分散したものま

で加え，約10万本近い山引苗が試植されたようである，

僅か1年Ⅲjでこれだけの木数ｶ種付けられたとと朧．

錘者自封聡､､ているがこうした樹種力&いかに待望されて

いるかということかもしれない。

先般岩手県の係官から植栽後の状況をうかがったので

あるが，その詰果は，山引苗であったこと，審先の鍵

などの影簿で．6割位の活蔚成績であったとのことであ

る。

これまで広葉樹の造林が失敗している現実から．早急

iこ林地を対象とすることは，多くの困難性があるが，愛

用林として耕作農業との関連では容易に成功の可能性が

あるように思える．しかし､魅の割捌がどこにでも通用

するとは考えられないので，動をあせらず，研究と併行

しながら徐命に趣していくの力洞より肝要である。

林力増強のための一大行進が展開され，その一翼とし

て奥地林の開発造林も行われようとしているが，逆に艇

業の分野にくいこんでいく樹種・農業と共存できる樹菰

の研究がもつと行われてよ､,ように感ずる。

こうした樹菰が充分研究され,活用されるならば林業

上からも価値の高い里山が確保され，林力瑚強にも役立

つばかりでなく，土地の商度利用ができ．農家自体の級

済にも大いに貢献するものと考える。

この方面に関心をもたれる方は，コパノヤマハンノキ

を試馳的に一応とりあげて賊きたいことを切望するしだ

いである。

おわりに本文を記するにあたって，賛諏な御教示を瓢

いた吉田分場長に厚く御礼を申上げる。

第2表休令別ha当り本数・材蔵･平均成長量

長
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鱈はその週1由として，当溺におけるヤマハンノキと

の比較成綬から樹種のもつ特性と．切替畑による造成法

の2点を主要なものとしてあげている。

なおこの樹種の成長に関し,くわしく知りたい方は，

林業試験弱研究報告107号を参考とされたい。

同地方に朧，こうした一斉林の外にスギ・キリとの混

械とか、成長涙早いところから住宅を新築した場合の屋

敷林に活用するとか，採草地の肥培聞に杣えた例，写真

3のごとく卿剛防風林に利用して､､る状況厳ど髄所Iご曙へ

られる。

『
《
ご

p
一

凶…
ー＝

ー葡込莞．
■|pUa､－2口､･q

-琴一._･=･ﾆｰｰ.△ △

第3図謝馳防風林として活用されてし､る例
（古間木瀞内にて）

つぎにこの材の利用面であるが，蝿1は識程度であ

ったが，簸近では銀錐材や．魚箱・リンゴ箱としてどし

どし利用される外，パルプ賛材として癖され始めてい

遥蕃副犬である。

このようにコパノヤマハンノキは農察に親しまれ，活

用されて、‘るが，これは上からの押しつけられたもので

はなく，農民自らがとりあげ錘施しているものである。

この厳然たる廉実は，今後の農用林のあり方として，

貴重な研究資料を提供してくれているよう‘こ思える。

おわりに

昨年の9月に青森支溺の「研究だより」で初ぬて，銃

者等がコパノヤマハンノキを詔介してから単や1年目を

むかえた

林業技術者の象徴

日林協のバッチを胸に／

大型ニッケル製60円

小型銀製159円

長形銀台に七宝150円

そしてバックルを／

バックル（ニッケル製）180円

●●、

日本林業技術協会
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暖冬異礎で溌タンポを必興とする日が少なくなった

が．それでも老人のいる家ではもちろんのこと，冬にな

あとなんとなく湯タンポが恋しくなるものだ。生れおち

た時に催ふとんの中に､､れた溺タンポであたためられ、

年をとるとまた湯女ンポを抱きしめて寝たくなる考え
て承ると我共の人生力鑛タン鑛とこれ程深いつながりが

あったのかと今痩のような砿にうたれる。山官術土にな

にもこの溌タン兼の抱きしめたあじわいをこと新しく湯

女ンポの効用などと申上げるつもりは毛頭ない。そんな

ことをしたらお叱りを受けるだけだ。

先日林野庁造林保謹課から関川技官が千葉県の小川技

官の案内で当瀞摺林に熟えられた時,折あしくか折よく
だかわからないが．1賎所の中は大げさにいえば足の蹄

象濁もない程小判型の腺タンで作った湯タンポがならべ

られてあった。話ぱここからはじまる。異搬に感じたこ

とだろう。関川技官も物が物だけ淀，一体こ

れはなんですかとも開くわけにもいかず，口

に出す機会をねらっておられたらしい。さて

お溌に入り．そのうちにスズメの涙のような

淡色い液体がでて（スズメの浪というのは量

のことですよ，蔵は淡の色は知り室せんから

黄ちがわないで下さい),両者相まって程よく

体があったまり，さぞ湯タンポを抱いたよう

な気持になられたことだろう。心にかかり，

胸につかえて､､た熱りをとくべく氏はおもむ

ろに口を附かれた。

『凱濯聯勃所で一寸擬見し害したところ．湯

女ンポが沢山ありましたが，縦長さんは仲を

部下おも↓､ですね」

この質問はどうも爽縮で首を誇られたよう

な感じだ｡まわりの悪い小生は馬鹿正直にも，

「いやそんなわけではな1,ですが，山に持っ

てL､くに朧便剰ですよ」

なんだか鯖のピントが合わない。しかし頭

の､,い両投宮たちどころに

「ウウンなる程，これは何よりの収謹だ。い

い御土産が出来た」

ためのものです」「ウウンなる程，しかし水筒位の水で
将

山火”糖え輩すか」『それは実際の山火那に出動した

ことのない方の御話で，山火事で瓦黒Iこなって鋤いたこ
とのあ為人ならそれこそスズメの涙程の水でもほし↓･と

思いますよ。そればですね，山火那の大きくなる原因ば

もちろん､､ろいろあるわけですが，いきおいよく燃えて

いる時は近よることも出来ず.大勢で囲んで防火の方槌

一生懸命働くわけですが，ひと輩ず火をおさえることが
できたとなると，こんどはあと始末ですが,一面黒くな
った焼跡に入って，足の先から頭のテツペンまで寡凧に

なってクスプツている焼ポックイの火を荊すわけです

ところが腐った古､,木株についた火はそれこそたたいて

もこすってもなかなか消えず，一寸風が吹けぱすぐ赤杢

と燃え出すし，風がなくホノオがたたなくともプズプス
やっているんです。昼の間はそばに行ってもよく火が見

えないので消えたかと思って別の所に行って

作業をしていると，一寸風が出て消えたと思

った株からまた火が出るんです。人の柵った

後これがもとで童た大火率になることが.kく

あるんです。全くいやになるんですよ。もう

こうなると火の神樺に罰のあたるのを蠅悟で

各人所有のホースを向けてジヤージヤーやる
んです。ヤレヤレ済んだわいと思って次の消

火に移る。ところが人間のタンクにある水分

は一度礎せぱある時間がたたなければた輩ら

な､､。残念だがどうにもならず，括れこそツ

パでもひっかけたくなる｡こんな畷ま全くつ

くつく・犬になりた､､なあと恩､､輩すね。ハハ

…･・こんな時最大の側功を発揮するのが湯
タンポです」「なる程なる程犬になりたい嘘

よかったですね」『昼の山火珈はまあそれほ
どでもな､､のですが，夜の山火鯲はまた別な

気持ですね。一応火が消えたとなると､､ま申

上げたような焼ポツクイ．古株につL､た火が

方女にチラチラ見えるのです。これ窟消さな
し､ことには家に帰れない之思うから，自己所

有のポンプを使ったり，湯女ンポを使って片
端から消してあるく･アーヤレヤレこれで済やっぱりまわりのb,い方途は話が早い。そ－端から循してあゐく･アーヤレヤレE通しで画

れからそれにつL,ての実駿談のさいそくだ。小生，なんんだと思った時の安心感。それと同時に30分前,1時
だ渦女ンボの便､､匙ちも知らなかったのかと一寸意外に間前まであの猛烈な火熱と職ってきただけに，現在の暗
思った力:，知らなければとこんどは小生少し鼻をピクピ黒の他界に立っている自分,その礎りかたがはげしいだ
クさせ『斌習林の面稜ば2,300町歩，これを守るには演けに何かポーツ1､して夢でも見て､､る感じです。一抹の
習林の職員だけではどうにも瀧らなし､。是非周囲地元のさびしさですね。このような感じは経験されない方には
部落の方‘々 に御協力闘､て山を守っていかなければならお分りにならないと思いますが」
ず，一斡肯水の時は笹;カマ，クワをもって出動して下さ「いや本当に今日ぱいい鯉蛍をしました｡これ侭遇階
っている。菰習林は数年来山火の時献濁タンポに水をいんなに知っておいてもらいたいことですね。一つ滋タン
れて各人にパンと同時}こシヨワセて出動させているが，承の効用とでも題して響いてくれませんか」
初みば水簡代りのつもりで始めたが，使って執ると水筒「さあうまく密けるかどうかわかり意せんが．山火水の
代りに肱もちろん立派になる上に，消火にもあずかって時蝿に入りますし，湯次ン鎖の効用を少しでも謡仙して
力のあることがわかり，最通宝湯タンポの数をふやして頂くためにもやって蕊叢しよう』
いるが，今日見られたものは地元部落にお願いして各部「時に林長さん，山火那のない晩にはどうしておけば､、
落に儲誉して頂き，いざという時それを活用してもらう､､んです」
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林業試験の画くが必要

伊藤消三

林学は科学とともにすすんでも，林業はすす主ないと

し､う声をきくが確かに，そのように思う。目無の林業

獄職場とか・大学などに行けば,なかなか立派な試験研究

が行われ、その成果もなるほどと思うもの，これを林業

技術に応用したらどんなによ↓‘ことだろうと思うことが

しばしばある。しかし，いよいよこれを応用す為となれ

ばどんな形で．実際的に行うかが問題となる。それだか

ら，私共を初め，一般の人盈は林業試駄柵はなにをして

いるかといろ↓､ろ批判をすることになる。全く研究者に

して見ればふんがいするのは当然かもしれない。荘も現

職につくまでは全く偲儲添足で，今になって．林業獄験

掛をせめる主えに私共が反省しなければならないことを

知った。ことに，研究の成果を広くPRし，伝えるの

が，現在，私が担当している研究普及課であるから，な

おさらである。そんなわけで．私催研究者があらゆる苦

難をこくふくして，果した研究成果を紐済的林梁となっ
て一般に利用するようにと，大いにPRしたい。しか

し，林業の武験とし､うものは麹鯛間にわたるものである

し，有磯的なつながりを待つものであるから試駿テーマ

は研究者も,それを利用する林梁技術者,行政にたずさわ

る林業技術老力湘談しながらきめたものであればなおさ

ら総構なものである。それで私は本年月から造林,森林

保迩，林雄機械.林業経営木材加工.林迩化学，特産と

いうような研究者，民間関係瀞，行政漣たずさわる方盈

からなる爾瀧の場(仮称,試験研究連絡協議会）たつく
って．試駿研究の連籍推進を図ろとともにその成果を麓

どもが林漿敦良著及聯業によって，どんどん林業にむす

びつけることに努力している。本協会の機関誌「林業技

術」は，林業技術者の試験調斑，研究の成果を発爽する

唯一の総合誌であるので，酒ば役職柄，この本誌の内容

に大きな期待をもち．これら発表成果をどんなに林業と

結びつけようかといろいろ考えている。蔵は本諺の鶇韓

委員なる者を以前からたのまれたのでどんな内容にすれ

ば林業試験がPRできて会員の皆さまに役立つものにな

るだろうかと羅輯委負とともに苦慰している。読新の諸
兄も，どうか，本誌の緩輯につb､てさらにぺ一虫一にな

るよう腱いるも､ろ御注文して下さるようお願いしたい。

ゴ土
望、 同 研究

坂口勝美

年末編集委員の放談に，このよらなかたい題名をかか

げてどうかと思われるが，きわめて重要なことであるの

で,林業技術の名におb､ての癖淡ということで，おゆる

しを願うこととしたし､。戦争中われわれが現実にうけた

にがい休蟻のように，特定のある物資が欠乏すると，つ

ぎつぎと連鎖反応をおこしてすべてが混乱におちいるの

である。世の中のことは．すべて有機的厳つながりをも

ち．これがう室くいって．はじめて産業は栄え人類の幸

せを招くのであるj研究もまさにこのとおりで,研究力：
進めば進むほど共同研究が必要となってくる。しかL,

共同研究の定義を述べよといわれると非潴にむつかしい

ものである。戦後間もなく，将来早期育成林業が必要と

なるであろうと､,う見透しから，われわれはアカマツを

対象として共同研究の名のもとにテーマの検尉を行っ

た。このとき，アカマツの早期育成林業に無点をあわせ

た一速の研究テーマが整理されたが．それを反省して承

ると緊密な共同研究も，なかにはあったが，全般的には

一連の研究系列表ででもあった。しかし，研究の系列表

でも，あぉ意味では広義には共同研究と､､えなし､ことも

ない。しかし，狭義の共同研究は，きわめて緊密な研究

範囲で．かつ共同の研究が同程度のテンポに進行してい

るものでないとうまく行われないようである。いいかえ

れば研究要素の一つが著しく進歩しており，他の要素が
著しく立ち遅れて､､るものは，共同の範囲には､､りにく
L,ようである。

ともあれ，定凝には．附に例外的なことがつきまと､、

完全な定義というものはでき熱､ものである。しかしこ

と産業上の術語に関する限り外国では．笑蔑にさしつか

↓ない脆囲で，捌合わりきって定蕊づけをしていること

が少なくない。共同研究朧．童ず研究者が自己の研究テ
ーマを．あらゆる視野から系列表をつくることによっ

て，その研究が過去にどの程度行われ，将来いかなる目

標に向って進むか．蓑たその研究が他の研究者によって

どのように行われているかを明らかにすれば，それによ

ってその研究の自己の位魁が明らかとなると共に，その

研究のアナも熟つかり，おのずから当面の共同研究体制

が生れてくるのである。1959年の新たな年を向えるにあ

たり，ますます共同研究の体制を鑿え,W暁能率が推進
されることを念鰯するものである。

たくまざるPR

杉下卯兵衛

星太子さまの奥さまになられるかたがき裳った。
日荊製粉の社長のお雄さまだという。まことにおめで
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たいことである。

このことで，二つのことを考えた。

ひとつほ思わないときに大きな広告ができるものだ，

とも､うことだ。ラジオだ，テレビだ，新聞だと，なにが

なんでも広告だ，宣伝だという世の中に，ただでこれだ

けの広告効果をあげられたのだから，美智子蛾も大変な

親孝行をしたものである。なにしろ日本ぢゆうのひとた

ちが全部日清鋤分の名を一応は耳にしたのだから大褒な

ものだった｡会社は広告代だと思って識の御祝儀をだ
してよろしい。

こんなきっかけによる広告，いわずかたらずのうちの

錘伝こそ．本当に自然な宣伝であり広告である。むきだ

しでない宣伝，これでもかといったおしつけの広告でな

いもの．こんなものこそ上手な宣伝というのだろう。

またひとつ，国会は形の上では矢喪り国民に直結して
いるのだということだ｡

意図するひとがない輩護に，心ならずも，第2，第3
級と思われるひとに投票しているのが国民全般の実燗で

あらうが，選出されたひとぴとの代表音である。衆参両

院の正聞艤長が，国民の総意をf崖するという資橘で，

塁太子妃をきめる皇室会識に出席するひとたち10名の

うち4名もし､るとい”ド笑は，国民と国会は正職してい

るものとの印象を深めさせるものだ。新聞のつたえると

ころによれば，国民の鹸敏である天皇となられるかたの

奥椴が，けたはずれの方であってはならな↓､ので．皇室

会議の議を篭て皇太子妃をきめるのだという。

うっかり書いた投禦用祇の一狭一枚の穣議あげられた

ものが，日ごろ大変なことだ，大事なことだと考えてい

ることに直接むすびつくものであることにあらためて気

がついた。

日ごろ，きがつｶﾐないで､､ることがらのなかに，ふと
したヂヤンスに，大変認Iなことを感客してL､ることに

気がつくものがあるものだ。われわれの善及漣肋も癖

林所宮者だ，中小森術芥有者に:普及するのだとばかり、、

っていないで，中学校,小学校で正規の授業のなかに林

業煎要性をもりこんで,将来の林業に対する認纈を大き

くさせ，理解を深めさせておくような方向にも向けさせ

るべきではなかろうか。

嬉しかった事についての放談

大福喜子例

昭和33年とし､う年も.いよいよ終ってしまおうとし

ている。

この婚ま政治面でも,社会面でも,いやなことばかりが

腕<年だと寂しく年末をむかえようとしていたところ，
突然皇太子妃決定の快報力溌表された。このことは侭と

んどの国民になんだか明るい，希塾の芽のふき出るよう

な喜びを与えたようであったが，私にも，それはまこと

に婚い，ニュースとして，心からの喜びをひきおこさせ
た。

もちろんそれは皇太子妃決定という決定そのものを喜

､夢よりも，この決定に当って示された関係者の良識と，

この拠蹴によって実現できることとなった皇太子御夫姿

が将来の倒民の代裟者として，笑にすばらしい方途であ
ることを灘ぷわけである。不敬ないい方であるかも知れ

ないが，私は従来膳に両手を紐承，扇をす懐めて，若と

しさや，たくましさの承られなかった皇太子には，なに

も斯待する気にはなれなかった。しかし今回の決定は，

皇太子の熱補を中心としておし進められたこと，その他

のことから，皇太子にも強靭さがあり，勇気があり，さ

らに敬愛すべき良識と人間性があること力理解出来た。

また決定を誤た皇太子妃惟，世界中どのようなところ

に出られてもはずかしくない立派な方であった。しかも

そのすべてがわれわれ国民の民族的なものとつながり，

国民を代表できるという親しさのもてる方であることが
知らされた。

この御両人こそは，次の時代の鬮民を代表し，次の時
代の国民を激励し，日本民族の発展の上に大きな足跡を

のこされる方達だと考えられて，とめどなく嬉しいので

ある。

またこれと関連して嬉しかったことは，この報道を宮

内庁のう識まで絶対にしないとb､う新聞界の協定が厳守

されたことである。ここにも良蹴の生長が感じられて，

私にとっては大きな喜びであった。これは警職法を阻止

した国民の良撒とつながるものかも知れな↓､が，ともか

く広い知搬を基礎とした健全な判断力とそれを推進する

だけの功気力観わされたことは，笑に鐺しいことといわ
なければならない。

趣は戦前には忠君愛逼の青年であったが，戦後ばまだ

国旗を掲げるだけの愛国心が起きていない。いや終戦直
後は大し､に騨鬮の士であったが，それはふ恐にじられて

し茜つた。しかし最近現われてきた国民の良識，そして

それを気長く育てて↓､る多数の人逮を思うとき，瓢の心

のうちに催ほんの少しで罐あるが，民族を愛し，国を愛
するような気持がにじ桑出かけて､､るようだ。

今回のことは，そうした我をさらに前進させている。

私は今後次代の日本を支える国民の一部として忍の子供

と私の手のとどく範囲にし､る出来るだけ多数の子供達を

出来為だけ立派に育てることに糖を出したいと思う。

ひょっとすると，私は符来皇太子御夫塞の写真を身辺
に漣くようになるかも知れない。こうし､えば口の悪い遮

中は，新しい型の忠君愛国者が拾頭しかけているという
かも知れない。しかし，護は溌鐸にもわが民族の将来

に小さな光明を発見しかけて幸福な感懐にひたっている
と，はにか鋸ながら云うことを許されたb,のである。

－33－
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か,1胤位の間違いかあるいは計算の途中でどれかの因子

に帆りがあったのではな↓､だらうかとも疑ったのであ

る。ところが東京農工大学の大谷衙三赦授が本年の秋，

日中国民会議漣出席した際，中共の農業を視察して，成

祁から130粁はなれた農村の献駛側で現実にそれを調遊

されたと､,う報告（アジア農報鯆10号-11月25日発

行一茶週刊麓にも載っていたそうである｡）によっても

明らかであり，また先設直接その報告会を聞いて来罎

の閃巳の話によっても．決して|II1述ではないということ

がわかって，ここにあらためて中共農業政紫の俸大さに

聴典と感瑛の眼をひら､､たのである。

米作の反当収幽300～400石といえば，日本の平均収

秘の約20倍である。鏡も多くとれるところでもせいぜ

い5石‘まれには最高8石くらいであらうから，われわ

れの淵醗一日本の現実から見れば全く「夢」のような話

である。今まで世界三の集約度を勝った日本の米作がそ

の鼻をへし折られたどころか，全く日本の米作があっけ

にとられているといっても過冒ではないだらう。

それではどうしてこのように雛もが知らぬうちに中共

の農業が飛舩してしまったのだろうか？成扇ほど中共

の艇業学者による劃期的な研究が成果を挙げたものであ

らうことは想像に難くないが，中共の政治や社会の機

柵，経済の仕組みが此のような大きな研究テーマを実地

に応用し得る背景をなしていた。胄葉をかえていえば中

共と↓､う国家の政治性が，この研究の完成にあらゆる総

合力を結築せしめ得た結果で朧ないだらうか。いわば中

共の農業は最もめぐまれた避境によって育成されている

といえよう。

さてこのような中共の「現実」を日本の林業にも実現

できな↓､だらうか？その可能性について私は一つの

「沙』を画↓て見たのである。林学の研究者，林業の実

地指i鍼，担当者などあらゆる林業技術者が，たとえば

「林木の早期育成」ということにすべての力を集中し

て，画期的な，場合によっては空想に近いような方錐を

打ち出して，莫大な試験費がかかるかも知れないが，こ

れを実地に大規模にやって見るようには持って行けな↓、

だらうか？

規在の日本における林業の研究はそれが全部とはいは

郷､がややもすると非贈に細かい1噸にこだわり過ぎて

いる傾向はなし‘であらうか。もちろん細かい個,々 の研究

もそれなりにまた必要なことであって，実地には非常に

役に立つこともあり，またそれ等の個庵の研究の累秋

が，林学なし､しは林業の体系を韮礎づけるものであっ

て，眼には見えない林業の進歩を促しているものである
ことには間違はなL,が，林業の研究にも，もつと大きな
夢があっても､､L､のではなかろうか。そのような細か↓，

誌礎的な研究も「夢」のような大きな目標に到達するた
めの綜合結集的な協力の一避であってほしいと思うので
ある。

日本の社会事情や政治機柵のもとにあっては，私の画
いて見た|~夢』は所詮「夢」であるかも知れない。

北海道と栗

松服一夫

北海通内では一般に栗の植栽は困離といわれていた。

もちろん自然生とか結殊のものはあった力経済的育成が

むつかい､という意珠である。ところが最近,新冠村を

初め遊南地方にあっては支那票が立派に生育するという
ことがわかった。

これの導入は昭和26年鼠から始められた。品種は当

時林野庁が，用材,栗笑採築と，山地治山という3目的

を達成する優良品菰として推奨していた利平く~りであ
る。

当時植栽されたあるものは枯扱したが，その後の台木

改良腱よってその成漬ば一段と向上し，導入以来7年目
の今日，1本当り1貫目の収礎を見る蓑でに到った。

当時率先して導入した開拓園銭農協の当鞭者を初め，

苗木の供給者は狂喜したのであるが，小実，開拓地で反

当収入5千円程度の農作では入仙当時の偕財返還の当て

もなかったときに，特殊林産の粘笑で，将来は反収1万

5千円の夢も近くなって来たのであるから，今室での堅

い心が自然と拓らいて来たことも当然であろう。

しかしこのような索i＃しい結果を見ながら，なお一部

の人は相変らずこの育成を冷眼視し，さら腱は栗の需要

に不必要な心配をするものさえある。たとえ多くの批判

があったとしても，栗の導入を望む北海道内開拓地の実
憎は一厨切実である。

成功例と同時に失敗した41:例もある。これは道南の腐

梨棚林の大琵木を択伐して“&したものであるが大部分

枯損した。失敗の原因は択伐林中で日当りが悪るく，し
かも接木時期がおくれ，挿穂の順扱いに経駿がなく，そ

の上折角の新芽iこ虫害と兎鼠幽を受けた結果である。隣

村で苗木植栽をしたものは現在見那に生育し結実してい
るのであるから，諾局は，現地の台木接に研究の余地が

あったものと思われる。

北海滋のような未開発寒冷な衝幽地域にあっては，短

伐期，連年収入のあ患樹菰の琳入を考える必要もある

し，また逆内における山地治山の必要性も激増している

折柄,支那栗の導入を真創に検肘してぷる時期が来てい

るものと恩われ石。

一
戸

､

▲L

夢現実と

松厭茂

中共の農業技術力:最近購典的な飛踊を遂げてし､る。水
田の稲作が一部では反当300石以上もの収鯉をあげてい
るという話を聞いて，我も，何かのI喚侭でばなからう
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頁｜執筆者 |号題 名

港頭首

'l

E

O

迎 琴

林業技術者の祭典

第200号に帯す

１
１
１

191

197

200

愉説・評論

土地利用区分について

新らしいパ撰一ンでの紙パルプ産業

今後の林粟に伽えて

林業試職研究機関の検討

林業関係技術城員の待遇

造林政策における当面の牒題

林木育種の問題点

造林技術と冊教

開拓と林業

造林技術の強化をのぞむ

闘有林経営合理化護抄

合理化実践錐1歩を顕承て

披大造林と林粟技術

北海道における民有林の造林推進策

製材工業と廃材チップの生産について

林業労働における技龍の意韮

治山行政上の問題点

治山技術のIIIj題点

治山技術合理化えの一資料

地すべりとその対策

国有林治山却喋の実行について

積苗工についての一批判

降雨量と林逆災害発生の関係

分収造林につb,て

優良品種とか何か

森林社会政雄

模倣から創造えの林業

我国林業発展の眺題

森林資源調迩の技術的課題

航空写真利用に関する技術的問題について

林木育菰の技術的問題

外来樹種導入に関する技術的問題

林地肥培の技術的問題

技術的にぷたマツ類造林の問題点

北海道の造林実行の技術的側題

森林保護に関する技術的間副

治山技術の継済工法

林道建設の技術的課題

林業機械化の問題点

木材加工技術の今後の問團

大政正睦

藤村重任

漉辺武夫

鏑木穂二

佐藤難

洩川林三

中村賢太郎

田中波慈女

好崎蕪

小部把

迪田茂

江鰯正吉

沢田成爾

奥村員次

吉田雅夫

宮川信一

若江則忠

小出IW

難波宣土

谷口敏雄

尾ケ弁章

中島武

晦村昌啓

塊谷勉

中村費太郎

今関六也

鏑木徳二

山崎齋

甲斐原一郎

堀正之

岩川孟夫

疏下正夫

Wfi髄男

坂口勝美

商橘延澗

今関六也

伏谷伊一

九山正和

加藤誠平

小倉武夫

191

191

191

192

192

193

193

193

193

193

194

194

195

195

195

195

196

196

196

196

196

196

196

197

197

198

199

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

２
６
１
５
８
１
６
８
２
５
１
８
１
４
０
４
１
５
９
３
７
１
５
２
６
１
１
２
４
７
０
３
５
９
２
５
８
１
４
７

１
１
２
１
１
１
３
１
１
１
１
２
２
１
１
１
１
２
２
２
３
３
３

一
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木材の化学的利用技術の課題

林業改良普及即喋の主体性

名 筆
健
川

号

200

202

頁

40

10

’ ’ ’窪
ノ
田
井

次
金
郎

三

研究・鯛査報告

沖縄の林業

エネルギー代謝率からゑた林業労働

線型計画の伐木運材への応用

索道主索の汲大狼力と荷亜点の垂下量
動力木馬について

寒冷糟曾麟窪爆鍔鋳幾阜)につ､､て
ｴゾ了講赫難羅舞謙豊艀竿
アンケーI､訓燕から熟た今後のプジオ放送
スギの挿木について2，3の実談．
ヤマモモの挿木法

メタセーイア適休に関する考薬

造林事業における機械化について

旭W難鴨籠繍鶏醗蜜繍繊､の癖に関する23
ｳﾗジﾛで山引菱成法と造林嘘について〃 ）

森林の作業戟度と消費エネルギー

禿山へ経済樹菰導入の問題

北海道国有林の紘大造林に伴う森林保謹上の11M瞳（カラマツ鋤
林木の耐寒性品種の育成について

南四国の森林に降下する雨水中の窒素につL,て

上)I1職識難藤灘騨鰯る23の考察
民有林造林叫嚇調盗に拾う2，3の考察

農用林利用に関する一断面

接木のキメラと交雑について

ヤマナラシの人工造林について

=-瀧#灘雛舞ｽﾄ参加
宮蝿本吉地区における巽緬子の詞苧寺期における質的観察につ､､て”

林業技術員の活動について“3回林業技術コンテスト参加）
昭和28年庇のスギ苗消謬の笑態調査
マッシュルームの郷巴栽培

除草剤の林業的応用蝉2報）

牛山武間伐法を体験して（跡3回林業技術コンテスI､参加）
製材磯械診断結果と2，3の考察

廃材炭化

直営生産資材の見込調査について

多径間単軌綱環式索道について

わが国最南の森林地帯林梁的にゑた奄美の脇を
Stereoplanigraphによる森林図根測量の糟庇について
林業労働の休男時間について

民有林における鉄醗運擴の方向

中村賢太郎

佐治秀太郎

神崎康一

帯鵬栄吉

林甫

加態昭司

岡本光雄

小日向勇

樫本善夫

大山波雄

小谷内正一

磯貝能成

山上正一

鈴木英二

秋保親悌

白井純郎

井上元則

石鋳厚美･福原楢勝

牧坂三郎

消川睡

飯村武

田中貞雄

野崎蕪

相原言三郎

片家美喜夫
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197

197

197
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197

198

198

198
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跡部一雄

半田榔

野原勇太

森喜作

岩隼師正・田村甲二
下山里美

間城敏玄

皆地良雄

岸本定吉・杉浦銀治

新井健三

阿部今朝雄

山添轄三

期正之

辻、陸逆

上鋲鍾実

弱
諏
８
皿
邸
迦
理
４
加
皿
鍋
３
迦
釦
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題名執

外国樹種造林地成績中間報告 小
（ 〃）

風害跡地の造林地捲について 山（ 〃）

ﾀｲﾜﾝ桐の炭疽病噂ついて） 松

裁ﾗﾔｯ聯細岬"“狸つい℃零 駕トドマツ造林地癖割坊除対簸の

積雪悲帯蝿購農罰掛腱淡鱈号勃ず腱ついて 横

軽架撫の普及について 野
（ 〃）

林学の一部門の教育にあらわれた一・二の傾向について四

テェンソ作業について秋

半架線としての鬼泪式架線型式について林

密閉式狸炭方法迫
十勝における日高山脈の荒廃と治山副喋近

農用林としてとりあげたいハンノキ千

錘者’ 号

’
２
５
８
，
超
晦
刀
廻
虹
溺
蛎
幻
鋤
瓢
調
拠
訂
調
虹
８
超
氾
廻
型
”

頁

雄
三
浩
義
栄
敬
逝
延
》
利
雄
昭
正

章
栃
田
安
原
田
田
町
月
西
原
田
田

飼
木

、
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
舵
〃
〃
〃
〃
〃

の
＆

、
乙

吉
郎
勉
一
一
司
夫
夫
男
美
吉
幸
功
悦
治
孝
清
二
寛
英
悌
甫
馬
栄
美

‐

田

山俊

島

手井綱

保親

田福

風弘

葉癖
へ

j▲

、

解説・講座

昭和33年庇一段会計林難予算について

33年度の林木育菰事梁

木材識掛誕の方向

種苗の配布区域iこついて

フランスの林業事情

座談会・購油

林業握興上の賭問題

動く資源問題

日林協改称10周年記念

南方に於ける林業事摺附紙パルプの現状

日本の林梁左視察して

日本の労働組合運動

随想・鯖鉦

生産性の向上

変貌する北海逝

’

井太

藤洲

繩丈

沢珈二

隅典

金
伊
膝
小
犬

郎
三
明
郎
一

194

194

196

196

198

１
８
９
３
６

／
２
３
１

’
191

192

196

197

198

202

２
１
９
８
３
１

３
２

藤村砥任

白井四方

(中国視察団一行ﾀp

大河内一男

’斎藤誌夫
小野岡溝

191

191

３
５
２
２
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’

1
号

191

191

191

191

191

191

191

197

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

202

〃

５
７
９
９
１
２
５
１
４
４
５
５
６
７
８
８
０
１
２
１
２

頁
２
２
２
２
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
３
３

執誌者

小胤清

長尾正男

三好三十信

甲斐亜溌

林茂

久保側四郎

森ノ11幸一

小口縫勝

吉田正男

原耕太

藤村菰任

林稚夫

倉田吉雄

太田勇治郎

近藤助

大政正隆

中村妥太郎

三浦伊八郎

高橋晋吾
エス・ワタナペ

名題

越後風物誌

木炭読義

ここ堀れワンワン

新らしき年を迎えて

心の使い方

新らし卜､ということ

"II君のおもいで

晶能林博中村弥六小屋

「こだ堂会」のこと

忘れ得ぬ人

恋林寺の扉

技術と技術者

国会奉仕八カ年

ジミチな技術

非現実的なもの

林業の見方，考え方

造林に関する楽観瞳と非観諭

外国樹種の造林

パルプ会社が生き抜く為には

ユタンポの効用

綱集委員年末放波

‐

紹介・抄録・抄訳

日本の林業技術の紹介

世界のファイバー・ボード工業の推移

中共の森林工業の現状と今後の発腿方向について

ブラジルにおけるユーカリの造林について

抄訳エー・ラシヨツセ照査法応用の50年

新刊紹介

原色日本菌類図鑑吟関六也′本郷渉錐共著）

ヨー戸ツパの庭圃（岡崎文彬著）

実用育林要説（山内倭文夫署）

火入作業（井上桂著）

質疑応答

測量士の国家吠触について

雑 録

最近の話題
”

〃

鋪6回林業写真ゴンクール作品課典

汲近の話題

鋪12回通常総会

第4回林業技術賞

最近の話題

最近の話題

「林業技術徴」表彰規定

最近の話題

松川恭佐

中村貞成

匙枝豊二駅）
柳

代田正二

大隅其一

伊藤一雄

松川恭佐

松川恭佐

岡上正夫

191 37

40
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199
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林野庁人事

命熊本局延岡署長長野局利用課長士屋石

命長野局利用課長〃上松署長鈴見健次郎

命長野局上松悪長農林技官吉田勇

命大阪営林局勤務青森局今別署長茨木吉之助

命狩森局今別営林甥長〃気仙沼署長六本木長平

命剥f森局気仙沼製長農林技官小林一良

命林野庁監査官農林技官小田滞

命林野庁計画課動東京局肝画課長堀正之

命ZI(京局計画課長農林技官川床典輝

命林野庁指導部研究菅及課勤務

三蔵県林務牒長三好三千信

9月20日付

命林野庁調査課長大臣官房考査官横尾正之

命林厩庁森林調合郷長農林経箭局調査官福田貞三

命林野庁経理課長畜産局酪農課長掻田寿郎

命林孵庁業務部洲流官艇林事務官中沢三郎

命帝産局酪農課長林野庁調査官伊藤俊三

命大臣官房考査官林野庁森林粗合課長豊永光

10月1日付

命熊本局宮崎署長農林技官田北正典

9月30日付

依願免本官熊本局寓崎需長日商敏

11月8日付発令

命林野庁職員課勤務秋剛同利用課長安江宗七

命秋田局利用課長〃作業課長鈴木慶潰
命秋田局作業課長〃職員課長中村健次

命秋田局職員課長〃早口署長粟野馨

命早口営林署長〃本荘署長兜森長三

命木戦営林署長挫林技官益田義孝

11月8日付

命林野庁職員勤務秋田局利用腺長喪江宗七

命秋田局利用課畏〃作業課長鈴木慶治

〃作業課長〃】戯員課長中村健次

〃職員課長〃早口署長栗野馨

命早口営林署長〃本荘署長兜森長三

命本荘〃〃新床鵜経営課益田義孝

11月16日付

命留辺菜営林悪在勤北見局密辺菜署長凍倉功

命留辺菜営林署〃津別署長内越留勇

命郷I営林署長〃網走署長鎖藤徹男

命網走営林鵯長〃『函課長須瀧正

－－－

林野庁人事
律一字

依願退官

命長野局腿営部長

命長野局剖雛離長

命林野庁貯画課勤務

命青森局朧迩官

命青森局監斑官

命秋田局監査官

命前橋局態症官

命前橘局監迩官

命東京局監迩官

命長野周壁礎官

命大阪局雛盗官

命熊本局監迩官

命旭川局庶務職勤務

命旭川局庶務課長

命旭川局中頓別署長

命青森局遮晦鵯長

命青森局花巻鋸長

命青森局新町甥畏

命秋田局潤岡塔長

命秋田局扇田署長

命青森局雫石署長

命青森局瑚川甥長

命前橋局瀦岡署長

命前橋局大田原署長

命前橘局計画課勤務

命前橋局村上塔長

命東京局河津署長

命長野局3蛎鵯長

命長野局奈良井署長

前橋営林局長

農林技官

林野庁業瀦部礁祥管

前播営林局長渡辺喜作

農林技官金井太郎

;野庁業務部監迩官水野逆一

長野局嚇莱部長岡励呉郎

青森局遼野署長菅生力

〃花巻蝿長谷ロ弥一

秋田局鼬岡珊長深浦友議

前橋局富岡端長鈴木腿悦

〃大田原期長鈴木新吾

東京局河津聡長駒井邦雄

長野局野尻甥j覺掻沢義男

大阪局職闘剛長森井一危

熊本局玖珠珊長江磯源蔵

旭川局庶務灘長武石鉄治

〃中頓別謡長鈴木千明

農林副職官波岡正

青森局藍推官桜井駆歳

〃帝嗣畷長三谷千代胤

農林技官宇梶正

秋田局副田嶋長吉岡笑

青森局雫石鰯長相馬一郎

〃瑚川甥長尾崎正次

農*|技官菊池挫彦

前橋局監在官高梼二郎

農林技官山田茂夫

前橋局村上珊長飯田隙二

農林技官石井＃鋤

農林技官佐藤恂一

長野局奈良井甥畏宮下茂夫

〃監迩官至極音侭

大町製長窪寺吉外

農林技官日下部秋義

大阪局艦礎官横田鋤世

農林技官波多野文雄

熊本局佐賀鋸長西村毅成

熊本局鹿児励賜長成松俊男

" 縦甥長川上親僧
〃 延岡甥長山本英夫

妻
】

"

一

J▲

命長野営林局塗課勤務

命長野局大町営林署長

命大阪局戦員牒長

命熊本局玖珠営林署長

命熊本局造林課勤務

命熊本局佐賀署長

命熊本局鹿児島籍長

命熊本局綾野長

●

△
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'一一－一一‐一‐
◆第6回林業写真コンクール応募期日延期◆

○節6回林業写爽ゴンクール（本誌6月号（鮒196号)P.47掲獅は都合により下記の通り延
期いたし童した。

（

１
１

－締切期日。昭和34年1月31日一

１
１

○すでに御応募された各位には恐縮ですが2月早とに審査の上，その結果を発表申し上げます。
なお，冬季休暇を御利用の上，多数御応募下さるようお願し､申し上げます。

､ヘーヘー一■一一一一画へた一一一一一～一一一
一～へ一一一一一一一一

支部動静
～一 一

O九州支部連台会

11月13日午前時9から鹿児胤大学艇学部講堂におい

て林野庁:礎官代理伊藤研究錘課長,林業拭験場斎磯溺
長,本会から銀賦専務理琲その他の来賓及び会員約300
名出席して開催,藤井毅一氏が議長となって，役員の改
選,決算報告，収支予卿:等の議案を審砿決定した。
なほ引統いて日本林学会で州支部総会が行われ，その
終了後，次の特別謝演があった。

「九州地方の地質について」
鹿児島大学教授理博波多江信広氏

午後は林学会念員約100名の研究発表会が行われて，
きわめて雄況裡仁蒋を閉ぢた。
○九州支部連合会の委員会及び各支部事務担当者打合会

連合会大会開催に前後してそれぞれ次の通り開他し
た。

委員会11月12日午後3時から於県庁
支部聯溺姻当者打合会

11月14日午前8時半から於県庁
○九州支部連合会役員

11月13日総会において改選の結果次の通り決定し
た。（敬称脇）

顧問西田吃二（九大名誉教授)，会長脇本貞哉(熊
本営林局錨，副会長相馬五郎噸本県農林部長)・山
添篭三〈鹿児蹄檸支部錨，常任委員中馬尚（宮鋪
県支部長）・荒武敏憲(鹿児島県支部鱒・甲斐原一期
〔熊本営林局凝営部鈎，委員渡辺武夫（佐賀県支部
麹・木村哨吉（長崎脚域部鈎・相馬五郎(熊本県支部
釣・宮川蝕三（大分県支部鑓・稲吉克明（九州大学支
部長)・瀞木億三(宮鋳大学支部詞・山添糖三(鹿児臘
大学支部長)・藤井毅一(熊本営林局吋諜部簿・石井五
六(R鉢営林局造林課長),監査委員祇元厳臨岡艸↓
支部長)・長沼男〈熊本営林局監査眺長）

－

会務報告
一一

常務理聯会
11月10日午後3時より6時まで本会におi､て会

務挺つき打合せ

出席者大久保恭氏・商揺克己氏・橋本与良氏
孕石正久氏・丸田和夫氏

本会より松川理酢長･松原専劫理リド
編集委員会
11月25日午後4時より7時迄本会にて34年2月
号以降の綱錐方針につき打合せ
出席詩大福喜子男氏・坂口勝美氏・松原一夫氏
本会より松原専務理琳・中村・八木沢

＝

一一一～～ー

編集室から
一一＝一

○いよ↓･よ年の瀬，協会の中も何となくあわただしい。
街頭に立てばダクシーは眼の前で一杯駆け廻っている
が，さて拾おうとすると仲をつかまらない。何となく用
瑛が多い中を一層気持がいら↓,らする。－これが東京
の師走なのである。○此の一年も大過なく過ぎそうであ
る。毎年灸＊こうしてくりかえして行く。ということは
今年も極めて平穏－－平凡声だったとL,うことであろ
うか。然し逆に言えば，大した飛躍もなかったというこ
とでもあろう。叉然しそれは地道な歩熟であったとL,う

ことでもある。○顧問を迎え参与をお願いして本会のあ
り方につ↓､ての華本線を検瀞して頂いているのであっ
て，少くとも将来への地固めの一歩をふ象出したことだ
けは事実である。○12月号の鵜集も終り，新年を迎え
るために協会の職員はあわただしい中にも明るく朗らか
にそれぞれ前後の追い込承に入ってい為。○さらば1958
年.ko－－会員諸員もいい年を迎えて下さい。（松原）

司

▲阯

昭和33年12月10日発行

林業技術第202号

編集発行人松原茂
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KM式ポケットトランシット

･･･ボトラルR･･。
⑥優秀な設計による高精度，超小型

⑧林野庁御指定並に御買上げの榮

O括目すべき幾多の特長

1．蔓蕊謎寛は内焦式で極めて明るく，スタヂヤ加常

数は0，倍常数は100

2．十字線及スタヂヤ線は焦点鏡に彫刻

3．水平及高低目盛の諏反は10′

4．錘勤装置は完備

5．臘阪頁への取付は容易，蕊準は簡単且正確

6．三脚はジユラパイプ製，標尺はボールへ取付け

7．本器1kg,三脚1.1kg,全装4kg
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明光産業株式会社
東京都文京区4石川町1の1林友会館

（型録進呈）

写真のような硬質裳化ビニール製ケースを

完成しましたところ好評を得ましたので，

今後はこのケースを御採用願います。
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